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平
成
十
九
年
五
月
場
所
で
、
全
勝
優
勝

し
た

「自
鵬
」
が
、
第
六
十
九
代
横
綱
に

推
挙
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
国
技
館
通
り
、
Ｊ
Ｒ
両
国
駅
か
ら

徒
歩
三
分
の
と
こ
ろ
に
、
三
商
十
九
期
卒

大
関
守
君
の
経
営
す
る
そ
ば
処
「大
関
庵
」

が
あ
る
。
そ
こ
で
毎
月
十
九
日
に
同
期

一

九
会
が
あ
り
、
同
窓
会
事
務
局
の
打
ち
合

せ
会
、
一
一十
五
期
会
の
幹
事
会
や
二
次
会
、

今
年
六
月
十
八
日
に
は
、
会
計
人
会
の
総

会
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ご
来
賓
と
し

て
出
席
さ
れ
た
公
認
会
計
士
の
東
芭
時
雄

先
生
か
ら
、
教
え
子
の
二
十
九
期
卒
、
亀

田
光
昭
君
が
此
の
度
村
田
簿
記
学
校
の
、

理
事
長
に
な
っ
た
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
大
変
名
誉
あ
る
出
来
事
で
、
先
生

も
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に

「大
関
庵
」
の
利
用
度
が

多
い
の
は
、
ご
主
人
の
人
柄
。
三
商
精
神

が
配
慮
さ
れ
て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な

い
、
ど
こ
か
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、　
一
期
か
ら
七
十
四
期
の
卒
業
生

の
皆
様
、
お
元
気
で
す
か
、
お
伺
い
申
し

上
げ
ま
す
。
顧
み
れ
ば
、
平
成
十
五
年
四

月
か
ら
、
学
校
側
よ
り
同
窓
会
が
離
れ
、

本
来
の
姿
に
一戻
り

「同
窓
会
の
、
同
窓
会

に
よ
る
、
同
窓
会
の
た
め
の
同
窓
〈
こ

に

な
り
い
独
自
運
営
で
理
事
、
評
議
員
が

一

体
と
な
っ
て
、
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
来
年

一
月
三
十

一
日
は
、
創
立
八
十

周
年
を
迎
え
ま
す
で
そ
の
式
典
、
祝
賀
会

を
平
成
二
十
年

一
月
十
二
日

（土
）
に
、

江
東
区
住
吉
に
あ
る
、
「
テ
ィ
ア
ラ
江
東
」

の
一
階
大
ホ
ー
ル
で
、
午
前
中
式
典
、
午

後

一
時
よ
り
地
下

一
階
に
あ
る
、
大
会
議

室
、
中
会
議
室
を
使
用
し
て
祝
賀
会
を
催

す
こ
と
に
決
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
只

今
学
校
、
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
と
、

式
典
、
総
務
、
祝
賀
会
、
記
念
誌
、
会
計

の
部
門
に
分
か
れ
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
就
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
に
伴
う
拠

出
金
を
同
窓
会
と
し
て
、
金
二
百
万
円
を

出
費
い
た
し
ま
す
の
で
、
同
窓
会
の
皆
様

に
は
、
何
卒
ご
理
解
、
ご
協
力
の
程
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
日
標
と
し
て
は
、
各

期
割
当
金
十
万
円
、
同
期
会
の
行
わ
れ
て

い
な
い
期
の
方
々
に
は
、　
一
口
金
二
千
円

か
ら
呼
び
か
け
、
Ｏ
Ｂ
団
体
グ
ル
ー
プ
会

の
皆
様
に
は
、　
一
団
体
五
万
円
を
、
こ
の

六
月
よ
り
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

奮
っ
て
ご
寄
進
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
詳
細
は
五
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
か
ら
ご
覧
下
さ
い
。
本
来
な
ら
ば
、

三
商
校
舎
で
挙
行
さ
れ
る
の
が
ベ
ス
ト
な

の
で
す
が
、
都
か
ら
の
通
達
で
、
禁
煙
、

禁
酒
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
他
の
施
設

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

又
学
校
へ
は
、
同
窓
会
よ
り
就
職
活
動

費
、
各
ク
ラ
ブ
活
動
助
成
費
、
卒
業
生
に

贈
る
記
念
品
等
に
出
費
し
て
お
り
、
収
入

の
方
は
、
新
卒
業
生
に
よ
る
永
久
会
費

一

人
金
七
千
円
で
し
た
が
、
平
成
二
十

一
年

卒
業
生
か
ら
、
金
壱
万
円
に
引
き
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
く
よ
スヽ

総
会
に
あ
た
る
理

事
、
評
議
員
会
で
丞
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

ご
協
力
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
「協

賛
金
」
と
併
せ
て
、
借
方
、
収
入
と
し
て

記
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
〈
７
年
度
よ
り
、
周
年
行
事
に
備
え
、

周
年
行
事
基
金
と
し
て
、
毎
年
二
十
万
円

を
積
立
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

次
に
事
業
報
告
と
し
て
は
、
七
月
、
同

窓
会
報
発
行
、
十
月
六
日

（土
）
日
比
谷

公
会
堂
に
於
け
る

「校
歌
祭
」
に
参
加
。

校
歌
、
応
援
歌
を
百
人
ス
テ
ー
ジ
で
歌
い

上
げ
、
三
商
健
児
こ
こ
に
在
り
の
印
象
を

強
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
終
了
後

「反
省
慰
労

会
」
を
近
く
の
ビ
ル
地
下

一
階
で
、
会
費

四
千
円
に
て
行
い
ま
す
。

十
月
二
十
日

（土
）
午
後
五
時
三
十
分

よ
り
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
日
本
の
代
表
選

手
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
、
三
商
二
十
期
卒

の
出
町
豊
様
に
三
十
分
ご
講
演
を
頂
き
、

Ｏ
Ｂ
団
体
グ
ル
ー
プ
交
流
会
と
銘
打

っ

て
、
三
水
会
、
木
樺
会
、
会
計
人
会
、
三

韓
基

、^
放
送
部
会
、
一二
文
会
、
剣
道
部
会
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
会
、
卓
球
部
会
、
史
学
部

会
、
音
楽
部
会
、
書
道
部
会
等
に
声
を
か

け
て
、
一
一年
に

一
回
催
さ
れ
る
こ
の
会
を
、

盛
り
上
げ
て
有
意
義
な
会
に
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
又
今
で
も
二
人
以
上
で

集
ま
っ
て
い
る
方
々
が
あ
れ
ば
、
同
窓
会

事
務
局
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

次
に
、
前
回
の
会
報
で
、
二
十
二
期
卒

の
弁
護
士
の
氏
名
が
判
明
し
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
越
路
正
巳
様
で
、

住
所
は

「小
平
市
学
園
東
町
五
三
人
の
四

十

一
で
す
。
電
話
、
フ
ア
ッ
ク
ス
は
〇
四

二
―
三
四
一
一―
一
一六
六
四
で
す
。
一削
回
紹

介
し
た
奥
山
剛
様
、
電
話
〇
三
―
一一一人
四

レ計
上
全
一六
九
、
同
様
に
ご
活
用
下
さ
い
。

Ｏ
Ｂ
団
体
グ
ル
ー
プ
交
流
に
も
ご
出
席
い

た
だ
け
れ
ば
、
幸
甚
で
す
。
場
所
は
、
両

国
第

一
ホ
テ
ル
三
階
に
あ
る

「東
天
紅
」

に
於
い
て
催
し
ま
す
の
で
各
団
体
の
皆
様

に
は
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

三
商
祭
が
十
月
六
日
、
七
日
に
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
学
校
の
方
へ
も
足
を
運
ん
で

下
さ
い
。
こ
の
春
の
卒
業
生
は
、
百
七
十

八
名
と
な
り
、輩
出
し
た
同
窓
生
は
総
数
、

二
万
四
千
六
百
三
十
名
と
、
益
々
偉
容
な

学
校
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。年
末
は
、

忘
年
会
、
明
け
て
年
初
は
、
創
立
八
十
周

年
記
念
事
業
、
そ
し
て
年
度
末
の
理
事
会

で
、
本
笠
度
は
終
了
致
し
ま
す
。

尚
今
年
三
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

「日
帰
リ
バ
ス
旅
行
」
は
、
当
日
が
お
彼

岸
と
重
な
っ
た
た
め
、参
加
者
が
少
な
く
、

中
止
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
互
墨
昼
一一商
会
の
財
源
も
減
少
の
一
途

を
た
ど
っ
て
、
維
持
継
続
に
苦
慮
し
、
同

校 歌 祭
日時 :平成19年10月 6日 (土 )

時間 :午後 3時30分集合

場所 :日比谷公会堂

詳細は P.7参照

OB団体交流会
:平成19年 10月 20日 (土 )

:「東天紅」(第一ホテル両国)

:6,000円

時

所

費

日

場

会

詳細は Ṕ,7参照
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窓
会
役
員
十

一
名
が
名
を
連
ね
て
、
好
転

す
る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
は
来
年
特
別
同
窓
会
報
を
発
行

す
べ
く
計
画
し
て
お
り
、
八
十
周
年
に
因

ん
だ
記
事
を
掲
載
し
、
特
に
ご
寄
付
下
さ

っ
た
方
々
の
ご
芳
名
、
団
体
、
各
期
の
協

力
状
況
を
、
克
明
に
銘
記
し
、
未
米
水
劫

記
録
に
残
る
よ
う
に
編
集
致
し
ま
す
。
名

簿
の
作
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
八
十
年
を

記
念
し
て
、
出
版
す
る
か
、
否
か
は
、
目

下
検
討
中
で
す
の
で
、
理
事
、
評
議
員
に

お
任
せ
下
さ
い
。

お
わ
り
に
、
特
別
記
念
誌

（特
別
同
窓

会
報
）
に
は
、
三
商
十
期
卒
、
昭
和
二
十

二
年
三
商
の
教
諭
に
な
ら
れ
た

「竹
田

一

郎
先
生
」
の
第
四
十
二
号
同
窓
会
報
に
載

っ
た

「隅
田
川
、
晴
海
運
河
の
流
れ
、
豊

に
」
の
寄
稿
第
四
十
二
号
の
掲
載
に
、
校

正
を
し
な
い
ま
ま
、
記
事
に
し
た
た
め
、

先
生
よ
り
当
時
の
事
務
局
に
抗
議
の
電

話
、
郵
便
物
を
送
付
さ
れ
、
恐
縮
し
、
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
、
紙
上

を
お
借
り
し
て
、
改
め
て
お
詫
び
申
し
上

げ
、
今
後
な
ん
ら
か
の
出
版
時
に
、
校
正

さ
れ
た
文
章
で
掲
載
す
る
こ
と
を
約
し
、

お
許
し
を
得
て
、
今
日
に
至

っ
た
訳
で
、

特
別
同
窓
会
報
に
、
個
人
的
要
素
の
あ
る

文
章
を
割
愛
さ
せ
て
頂
き
、
出
版
さ
れ
ま

す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
先
生
の
文
章
は
、

す
ば
ら
し
い
流
れ
で
、
内
容
的
に
は
三
商

の
歴
史
に
準
ず
る
貴
重
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
是
非
ご

一
読
下
さ
い
。
今
は
亡
き
竹

田
先
生
の
面
影
を
偲
び
つ
つ
、
墓
前
に
報

告
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
所

存
で
一
杯
で
す
。

大
変
長
く
し
た
た
め
ま
し
た
が
五
年
間

に
亘
る
同
窓
生
の
暖
か
い
お
力
添
え
に
、

感
謝
申
し
上
げ
、
同
窓
会
の
十
九
期
以
降

の
役
員
さ
ん
も
皆
す
ば
ら
し
い
方
々
が
揃

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
、
バ
ト

ン
タ
ツ
チ
が
出
来
ま
す
。
二
代
会
長
、
都

築
健

一
様
、
四
代
会
長
大
嶽
清
様
も
ご
健

在
で
ご
指
導
頂
き
、
同
期
生
の
方
々
に
も
、

ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
事
大
変
有
難
く
、

「温
故
知
新
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
責
務
を
全

う
し
て
き
ま
し
た
。

年
令
も
早
や
七
十
四
才
限
界
で
す
。
三

商
の
発
展
と
同
窓
会
の
ご
活
躍
ご
健
勝
を

祈
念
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

三商の現況が判ります。

www.daisanshogyo‐

h.metroitokyo.lp/

ご

あ

い
さ

つ

校
長
　
柴

田
　
哲

さ
わ
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
卒

業
生
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

よ
り
母
校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
、
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
こ
こ
ろ
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
早
い
も

の
で
、
三
商
に
着
任
し
て
三
年
目
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
卒
業
生

の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
に
よ
る
も
の

と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、今
年
の
三
月
の
本
校
卒
業
生
は
、

進
路
実
績
に
お
い
て
大
変
素
晴
ら
し
い
成

果
を
上
げ
、
百
七
十
八
名
が
同
窓
会
に
入

会
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
に
続
く
在
校

生
へ
の
大
き
な
励
み
と
も
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一午
業
生
の
進
路
先
は
、
四
年
生
大

学
に
三
十
二
名
、
短
期
大
学
に
九
名
、
専

門
学
校
に
三
十
八
名
、
就
職
八
十
八
名
で

す
。
進
路
未
決
定
者
は
十

一
名
で
す
。
そ

の
十

一
名
の
中
に
は
、
来
春
の
四
年
制
大
学
入

学
を
目
指
し
て
い
る
者
が
六
名
お
り
ま
す
。

三
月
の
卒
業
証
書
授
与
式
の
式
辞
で
も

述
べ
ま
し
た

「未
決
定
者
五
％
以
内
と
い

う
数
値
目
標
と
し
て
は
達
成
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
私
は
そ
れ
以
上
の
成
果
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
高
い
志
を
持

ち
、　
一
度
や
二
度
の
失
敗
で
あ
き
ら
め
ず
、

辛
抱
強
く
努
力
を
継
続
し
、
再
挑
戦
す
る

と
い
う
道
を
選
択
し
た
卒
業
生
が
い
る
か

ら
で
す
。
在
校
生
諸
君
ら
も
卒
業
生
を
見

習
っ
て
、　
一
度
や
二
度
の
失
敗
に
め
げ
ず
、

安
易
に
妥
協
せ
ず
に
高
い
志
を
持
ち
、
辛

拘
輻
で
努
力
を
継
続
し
て
く
だ
さ
い
。」
が
、

私
は
高
校
期
に
お
い
て
最
も
重
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
実
業
界
で
ご
活
躍
の
先
輩

諸
氏
に

一
歩
で
も
近
づ
け
る
卒
業
生
を
輩

出
で
き
る
よ
ス

〓
一商
の
教
育
活
動
の
よ
り

い
っ
そ
つ
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
三
商
創
立
八
十
年
の

記
念
す
べ
き
年
で
す
。
こ
の
節
目
の
年
に

あ
た
り
、平
成
二
十
年
一月
十
二
日
（土
）
に

創
立
八
十
周
年
式
典
及
び
祝
賀
会
を
江
東

区
の
「
テ
イ
ア
ラ
江
東
」
で
行
う
た
め
に
周

年
行
事
実
行
拳
合員
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

委
員
長
に
同
窓
会
会
長
の
本
戸
隆
吉
氏

に
お
願
い
い
た
し
、
同
窓
会
役
員
の
方
々

に
も
様
々
な
一委
員
や
係
り
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
会
員
の
方
か
ら

は
周
年
行
事
に
向
け
て
の
ご
寄
付
や
お
声

が
け
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
ｏ

今
後
も
同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
周
年

行
事
の
準
備

。
実
施
等
に
お
い
て
、
何
か

と
手
助
け
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

先
の
六
月
十
四
日

（本
）
に
今
年
度
第

一
回
目
の
周
年
行
事
実
行
委
員
会
を
実
施

し
、
式
典
と
祝
賀
会
の
骨
子
が
決
定
い
た

し
ま
し
た
。
創
立
八
十
周
年
行
事
は
、
午

前
九
時
三
十
分
か
ら
の
儀
式
的
な
部
門

と
、
十
時
二
十
分
か
ら
の
本
校
生
徒
の
発

表
と
い
２ヽ

一部
形
式
の
記
念
式
典
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

先
輩
諸
氏
か
ら
は
様
々
な
す
ば
ら
し
い

卒
業
生
方
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
講
演
会

等
の
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
参

加
さ
れ
る
方
々
の
共
通
の
話
題
と
な
る
こ

と
を
優
先
い
た
し
ま
し
て
、
現
在
の
本
校

生
徒
の
様
々
な
発
表
と
い
う
企
画
を
い
た

し
ま
し
た
。

二
部
に
お
け
る
生
徒
の
発
表
で
は
、
本

校
の
吹
奏
楽
部

・
等
曲
部

・
バ
ト
ン
ト
ワ

リ
ン
グ
部

・
ダ
ン
ス
部
の
発
表
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
記
念
式
典
の
最
後

に
は
、
本
校
応
援
歌
の
斉
唱
が
あ
り
ま
す
。

時
代
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
役

生
徒
と
と
も
に
大
き
な
声
で
応
援
歌
を
斉

唱
し
て
い
た
だ
き
、
当
時
の
三
商
を
回
顧

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
午
後

一
時
よ
り
祝
賀
会
を
会

費
制
に
て
実
施
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
多
く
の
同
窓
会
員
の
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

本
来
な
ら
ば
、
記
念
式
典

・
祝
賀
会
の

ご
案
内
は
、
同
窓
会
員
の
全
員
に
お
出
し

す
る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
同
窓
会
員
全

員
の
住
所
を
正
確
に
把
握
で
き
て
い
な
い

こ
と
と
予
算
の
面
か
ら
役
員

・
評
議
員
の

方
々
に
お
出
し
い
た
す
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
細
を

掲
載
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
記
念
式
典

・
祝
賀
会
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、
本
校
か
ご
案
内
を
お
出
し
し
た
各
期

の
評
議
員
の
方
々
に
お
聞
き
願
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
周
年
行
事
実
施
に
先
立
ち
ま
し

て
、
十
月
五
日

（金
）
六
日

（土
）
に
は
、

三
商
祭

（文
化
祭
）
を
企
画
し
て
お
り
ま

す
。
地
域
の
方
々
や
中
学
校
か
ら

「三
商

は
良
く
な
っ
た
。
変
わ
っ
た
」
と
言
わ
れ

て
い
る
生
徒
た
ち
を
是
非
と
も
ご
ら
ん
に

な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

旦嬰
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
員
の

皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
、
並
び
に
平
成

二
十
年

一
月
十
二
日
に
お
会
い
で
き
る
こ

と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
校
長
か
ら
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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五
月
十
二
日

（土
曜
日
）
亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
本
年
度
の
定
例
評
議
口尿
ムが
開
催

さ
れ
、
平
成
十
二
年
度
以
降
の
議
事
の
進
行
方
法
に
従
っ
て
、
議
案
の
審
議
と
、
活
発
な
討
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
付
議
議
案
は
六
議
案
で
、
い
ず
れ
も
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

重
要
議
案
は

『同
窓
会
会
則

一部
改
定
の
件
』
で
、
主
な
決
議
事
項
は
左
の
通
り
で
あ
り
ま
し
た
。

・
会
則

一
部
改
定
の
趣
旨
　
他
校
の
事
例
に
倣
い
増
額
、
及
び
同
窓
会
の
余
資
留
保
を
図
る
た
め

等
、
左
の
条
項
に
つ
き
語
旬
の
整
理
を
含
め
改
定
し
ま
し
た
。

一
、
第
五
条
関
係
　
〈
ム員
資
格
の
一
部
を
削
除
し
た
。
（削
除
対
象
中̈
途
退
学
者
）

二
、
第
七
条
関
係
　
①

現
行
で
は

「正
会
員
の
終
身
会
費
を
細
則
で
定
め
る
」
と
あ
る
の
を
、
細

則
に
定
め
な
き
た
め
、
会
則
改
定
し
、
コ

万
円
」
と
改
定
し
明
定
し
た
。

②

現
行
で
は
同
窓
会
入
会
同
意
書
の
提
出
時
期
の
定
め
が
な
く
、
卒
業

時
を
慣
習
と
し
て
い
た
が
、
「入
学
時
に
提
出
す
る
。」
フ」
と
と
新
設

規
定
し
た
。

・
報
告
事
項
　
十
八
年
度
事
業
報
告
及
び
同
会
計
報
告
の
承
認
の
件
―
承
認
可
決
さ
れ
た
。

・
承
認
事
項
　
十
九
年
度
事
業
計
画
及
び
同
会
計
予
算
の
承
認
の
件
―
承
認
可
決
さ
れ
た
。

・
母
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
に
対
し
、　
¨
部
支
援
の
件

右
の
会
計
予
算
の
承
認
に
よ
り
、
別
掲
趣
旨
の
通
り
支
援
活
動
を
行
う
こ
と
に
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

十
八
年
二
月
　
四
日
　
八
十
周
年
記
念
式
典
実
行
委
員
会
立
上
げ

（日
程
会
場
選
定

・
記
念
誌

発
行
番
議
）

四
月
二
九
日
　
定
例
評
議
口具
バ開
催
　
　
　
　
四
月
九
日
入
学
式

（二
〇

一
名
）

七
月
　
一
日
　
第
四
五
号
同
窓
会
報
発
行
　
　
九
月

一
六
日
就
職
試
験
開
始

十
月
　
七
日
　
第
十
四
回
校
歌
祭
参
加
　
十
月
七
～
八
日
母
校

「
三
商
祭
」
（文
化
祭
）

十
月
二
一
日
　
同
窓
会
総
会
開
催

（於

¨
テ
ィ
ア
ラ
江
東
）
十
月
二
十
日
体
験
入
学

十
九
年
二
月
　
十
日
　
新
年
懇
親
会

二
月
　
十
日
　
Ｐ
丁
Ａ
と
の
協
賛
に
よ
る
卒
業
を
語
る
会
へ
の
支
援
参
加

こ
の
間
、
通
期
理
事
会
開
催
数
は
、
全
八
回
開
催
致
し
ま
し
た
。

十
九
年
五
月
　
五
日

五
月
十
二
日

六
月
十
四
日

七
月
　
一
日

十
月
　
工（
日

十
月
二
十
日

二
十
年

一
月
十
二
日

八
十
周
年
記
念
行
事
実
行
委
口尿
ム
（臨
時
）
の
役
割
分
担
確
認
打
合
せ

定
例
評
議
会
開
催

今
年
度
第

一
回
の

『創
立
八
十
周
年
記
念
式
典
』
の
周
年
行
事
実
行
委

員
会
を
開
催
し
、
記
念
式
典
次
第
及
び
進
行
方
法
に
つ
き
骨
子
を
決
定
。

第
四
六
号
同
窓
会
報
発
行
、
加
え
て
次
期
号

（第
四
七
号
）
を
特
別
記

念
号
と
し
て
発
刊
す
る
企
画
の
立
案

第
十
五
回
校
歌
祭
参
加

（別
掲
）

十
月
五
～
六
日
母
校

「
三
商
祭
」

Ｏ
Ｂ
団
体
交
流
会
開
催

（於

。
第

一
ホ
テ
ル
両
国
三
階

「東
天
紅
し

創
立
八
十
周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会

（別
掲
）

五 四 三

マスコット

<SORA>

時 日

程 程

平
成
二
十
年

一
月
十
二
日

（土
曜
日
）

記
念
式
典

（第

一
部
）

九
時
三
〇
分
　
開
式

　

（約
三
〇
分
）

（第
二
部
）
　

十
時
二
〇
分
　
開
式

　

（約
九
〇
分
）

祝
賀
会

　

十
三
時
○
○
分
　
開
式

　

（約
二
時
間
）

九
時
○
○
分
　
開
始

（会
費
　
五
千
円
）

テ
ィ
ア
ラ
江
東

（江
東
公
会
堂
）

来
賓
受
付

場

　

所

式

次

第

（
こ

一記
念
式
典

（第

一
部
）

開
式
の
辞

国
歌
斉
唱

校
長
式
辞

都
教
育
委
挨
拶

来
賓
祝
辞

生
徒
代
表
挨
拶

校
歌
斉
唱

閉
式
の
辞

公
一）
記
念
式
典

（第
二
部
）

開
式
の
言
葉

吹
奏
楽
部

筆
曲
部

バ
ト
ン
部

ダ
ン
ス
部

実
行
委
員
長

（同
窓
会
長
）
挨
拶

応
援
歌
斉
唱

閉
式
の
言
葉

公
こ

祝

賀

会
開
会
の
言
葉

実
行
会
員
長
挨
拶

校
長
挨
拶

来
賓
挨
拶

乾

　

杯

懇

　

談

《
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
》
外
部
団
体

お
礼
の
言
葉

校
歌
斉
唱

万
歳
三
唱

閉
会
の
言
葉

せ

●
会
場
ま
で
の
地
図首都高速7号線

ァイアラこぅとぅ
江東公会堂
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今
春
新
卒
の

「第
七
十
四
期
」
の
同
窓
会
連
絡
担
当
者
と
し

て
、
土
田

竜
也
さ
ん
と
、
員
利
子

音
同
志
さ
ん
の
二
名
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

お
二
人
は
、
今
後
、
第
七
十
四
期
の
同
窓
会
評
議
員
と
し
て

活
動
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
」ゞ
紹
介
い
た
し
ま
す
ｏ

期 別 協賛金額 期 別 協賛金額

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

期

100,000

20,000

60,000

40,00o

70,00o

60,000

65,000

15,000

45,000

20,Ooo

60,00o

60,000

60,00o

120,000

455,000

円

|

期

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

生徒会役員OB

45,000

45,000

45,000

100,000

60,000

65,000

60,000

40,000

113,585

15,000

円

合  計 ,8381585円

轟覇群瑠暫奮朝宮臨も酬 蹴 1轟鶴鳳 1瞥
収入の部

前年度繰越金

74期会費

運営協賛金

利息他

合 計

軸
理事・評議員会

総  会

OB団体交流会

校 歌 祭

同窓会報

慶 弔 費

活性化活動費

母校部活動支援

就職活動支援

通 信 費

事 務 費

支払手数料

卒業証書入れ(筒 )

創立80周 年寄付

4ヽ 計

次年度繰越金

合 計

円

10,029,210

1,246,000

125,000

3,498

11,403,708

円

276,592

198,121

0

108,780

445,470

50,616

0

200,ooo

33,915

5,560

15,570

840

134,671

1,470,135

9,933,573

11,403,708

収入の部

前年度繰越金

75期会費

運営協資金

利息他

合 計

軸
理事・評議員会

総  会

OB団 体交流会

校 歌 祭

同窓会報

慶 弔 費

活性化活動費

母校部活動支援

就職活動支援

通 信 費

事 務 費

支払手数料

卒業証書入れ(筒 )

創立80周 年寄付

ノ
Jヽ 計

次年度繰越全

合 計

円

9,933,573

1,316,000

2,000,000

5,000

13,254,573

円

300,000

0

100,000

150,000

500,Ooo

100,000

100,000

200,Ooo

100,000

30,00o

50,000

30,000

143,000

2,000,000

3,803,000

9,451,573

13,254,573

円

▲95,637

70,000

1,875,000

1,502

円

23,408

A198,121

100,000

41,220

54,530

49,384

100,000

0

66,085

24,440

34,430

29,160

8,329

2,000000

3期  30,00o円    1  26期     loo,o00円
12期   70,Ooo円    1  31期     30,000円

|:酪  lll::::   1  会計メ、徐ざ   50,000円
17期  loo,oOo円   | 三珠会    50,000円
22期  220,000円   1 個人 11件  116,000円
23期   35,000円

合 計    961,000円

残高の部 (次年度繰越金 )

[収入の部]11,403,708円 ― [支 出の部] 1,470,135円 =[残高]9,933,573円

平成 19年 4月 1日 会 計  辻井 正巳

会 計  田端  彰

監 事  浅野 修―

監 事  鶴ヶ谷義徳

監 事  古田 勝―

①
①
①
①
①
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趣

圭
日

第
五
代
同
窓
会
会
長

都
立
三
商
八
十
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
長
　
木

一月

隆

吉

明
年
平
成
二
十
年

一
月
三
十

一
日
は
、
都
立
第
二
商
業
高
等
学
校
創
立
以
来
、

八
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

改
め
て
時
代
の
流
れ
を
痛
感
し
、
学
校
を
中
心
と
し
て
、
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

財
団

「東
京
三
商
会
」
が
協
賛
し
て
、
平
成
二
十
年

一
月
十
二
日

（土
）
江
東
区

施
設

「
テ
イ
ア
ラ
江
東
」
に
於
い
て
記
念
式
典
、
記
念
祝
賀
会
を
挙
行
致
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
準
備
の
た
め
費
用
を
試
算
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
同
窓
会

と
し
て
は
、
金

弐
百
萬
円
の
拠
出
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
卒
業
生
の
皆
様
に
は
、

支
出
多
端
の
折
か
ら
恐
縮
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ご
寄
付
願
う
要
綱
は
下
記
の
要
綱

の
通
り
と
な
り
ま
す
。

ど
う
か
こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
下
さ
れ
、
何
卒
ご
理
解
、
ご
協
力
を
、
伏
し
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
は
、
理
事
、
評
議
員
諸
氏
と
同
窓
生
の
一
人
で
も
多
く
の
方
々
の
交
流
を

深
め
る
た
め
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
前
回

（平
成
十
二
年
度
）
の
協
賛
金
募
金
に

は
、
多
大
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
生
徒
少
子
化
の
た
め
収
支
相
償
わ

ず
、
同
窓
会
会
計
の
収
入
と
し
て
、
赤
字
の
補
填
に
終
始
し
、
不
本
意
に
至

っ
た

こ
と
を
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
学
校
へ
は
、
就
職
活
動
費
、
ク
ラ
ブ
活
動
助
成
金
、
卒
業
生
に
送
る
お

祝
い
品
等
、
三
商
発
展
に
寄
与
し
て
お
り
ま
す
が
、
何
卒
ご
援
助
、
拠
出
の
程
お

願
致
し
ま
す
。
な
お
、
平
成
二
十
年
の

「同
窓
会
報
」
は
、
特
別
記
念
会
報
と
し

て
各
期
の
寄
付
状
況
、
各
個
人
の
寄
付
状
況
、
各
団
体
グ
ル
ー
プ
会
の
寄
付
状
況

等
を
掲
載
し
、
永
久
に
三
商
史
に
残
る
よ
う
留
め
て
参
り
ま
す
。
加
え
、
立
派
な

八
十
周
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
衷
心
よ
り
懇
願
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

実
行
委
員
長

副
実
行
委
員
長

副
実
行
委
員
長

鬼 富 木

澤 張 戸

好 勝 隆

男 三 吉

●     漱灘 |

各 期         1口 :金 10万 円 (目 標金額)

各団体 (OBク ラブ活動) 1口 :金 5万円

個 人         1口 :金 2千円
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普通預金 (口 座番号)3148384
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(お振込みの祭は、個人名、卒業期を、また、団体・グループ名の場

合は代表者名を記入 して下さい。)

本
校
は
創
立
七
十
九
年
目

（昭
和
三
年
創
立
）

を
迎
え
る
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
商
業
学
校
で
す
。

本
校
で
学
び
、
本
校
を
巣
立

っ
た
同
窓
生
は

約
二
万
五
千
人
に
達
し
、
実
業
界
の
中
枢
で
活

躍
し
、
そ
の
優
れ
た
力
量
は
大
き
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

良
き
伝
統
を
継
承
し
、
商
業
教
育
を
幅
広
く

「ビ
ジ
ネ
ス
教
育
」
と
し
て
捉
え
、
生
徒
の
夢
を

百
％
実
現
で
き
る
新
た
な
三
商
と
し
て
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

校
長
　
柴

田
　
哲

生
徒
の
進
路
希
望
を
百
％
保
証
す
る
た
め
に
、

大
学
入
試
に
も
就
職
試
験
に
も
十
分
対
応
可
能

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ヘ
と
改
定
し
ま
し
た
。
本
校

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
り
ま
す
。

①

生
徒
の
学
習
到
達
度
に
よ
る
習
熟
度
別
授
業

や
少
人
数
制
授
業
、
複
数
の
教
員
の
チ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
授
業
等
、
生
徒

一
人

ひ
と
り
の
適
性

・
能
力
に
対
応
し
た
授
業

②

商
業
の
専
門
性
を
深
化
さ
せ
る
二
年
次
の

「商
業
選
択
」
⌒四
単
位
×
二
講
座
履
修
）

③

大
学
入
試
に
対
応
し
た
授
業
や
幅
広
い
教
養

を
身
に
つ
け
る
授
業
等
、
進
路
希
望
や
興

味

。
関
心
に
対
応
し
た
二
・
三
年
次
の

「総

合
選
択
」
Ｔ
一年
次
四
単
位
、
三
年
次
八
単

位
）
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総
含

呑

委
屋

〓

二
十
五
期

鬼
澤

好
男

平
成
十
八
年
十
月
二
十

一
日

（土
）
午
後
二

時
よ
り
、
江
東
区
住
吉
二
丁
目

「テ
ィ
ア
ラ
江

東
」
を
会
場
と
し
て
都
立
三
商
同
窓
会
定
時
総

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

第

一
部
と
し
て
、
三
十

一
期
三
浦
康
二
さ
ん

の
司
会
進
行
に
よ
り
母
校
在
校
生
と
の
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。
三
商
祭
の
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し

て
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
及
び
ダ
ン
ス
部
の
若

さ
溢
れ
る
素
晴
ら
し
い
演
技
に
同
窓
生

一
同
大

喝
来
で
し
た
。
そ
し
て
同
窓
生
と
在
校
生
仲
良

く

「里
の
秋
」
、
「旅
愁
」
、
「涙
そ
う
そ
う
」
、

「校
歌
」
を
大
合
唱
、
青
春
時
代
を
満
喫
し
交

流
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

休
憩
後
、
十
九
期
の
卒
業
生
で
あ
り
、
作
家

の
大
村
彦
次
郎
さ
ん
の
記
念
講
演

「文
学
あ
れ

こ
れ
」
と
の
演
題
で
、
池
波
正
太
郎
さ
ん
を
始

め
、
大
佛
次
郎
、
吉
川
英
治
、
山
本
周
五
郎
、

司
馬
遼
太
郎
さ
ん
等
、
時
代
小
説
作
家
の
友
人

関
係

・
家
庭
環
境

。
金
銭
事
情
等
知
ら
れ
ざ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
各
人
の
素
顔

を
紹
介
さ
れ
、
更
に
小
説
が
生
ま
れ
た
背
景
に

つ
い
て
も
裏
話
を
交
え
て
一
時
間
を
超
え
て
お

話
を
戴
き
、
同
窓
生

一
同
た
っ
ぷ
り
と
勉
強
を

致
し
ま
し
た
。
大
村
さ
ん
に
は
紙
面
を
借
り
て

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
部
と
し
て
、
二
十
六
期
の
古
田
勝

一
さ

ん
の
司
会
進
行
に
よ
り
平
成
十
八
年
度
定
時
総

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

故
人
と
な
ら
れ
た
同
窓
生
諸
氏
に
対
し
黙
祷

を
捧
げ
た
後
、
本
戸
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
ご

来
賓
と
し
て
柴
田
校
長
先
生
の
ご
挨
拶
を
戴
き

ま
し
た
。
続
い
て
二
十
五
期
柴
崎
晴
雄
さ
ん
よ

り
会
務
報
告
、
二
十
七
期
辻
井
正
巳
さ
ん
よ
り

会
計
報
告
、
二
十
六
期
古
田
勝

一
さ
ん
よ
り
監

査
報
告
が
行
わ
れ
了
承
を
戴
き
ま
し
た
。
最
後

に
司
会
者
よ
り
理
事
の
紹
介
を
行
い
終
了
致
し

ま
し
た
。

続
い
て
二
十
九
期
土
方
さ
ん
の
司
会
進
行
に

よ
り
懇
親
会
を
行
い
、
参
加
さ
れ
た
同
窓
生
諸

氏
が
和
や
か
に
歓
談
し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
、
各
期
毎
に
自
己
紹
介
を
行
い
、
最
後
に

一
番
若
い
四
十
九
期
星
名
恵
子
さ
ん
の
自
己
紹

介
と
合
わ
せ
閉
会
の
言
葉
を
も
っ
て
午
後
六
時

三
十
分
、
総
会
を
終
了
。
ヨ

生
勉
強

一
生
青

春
」
と
の
言
葉
を
体
感
し
た

一
日
で
し
た
。

次
回
の
総
会
に
は
よ
り

一
層
の
ご
参
加
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
十
九
期
　
土
方
　
敏
之

平
成
十
八
年
は
会
員
も
減
っ
て
き
て
お
り
、

先
の
見
通
し
も
つ
か
な
い
昨
今
の
事
情
を
考
え

て
、
三
ヶ
月
に
一
度
は
会
食
を
し
て
〈否
蜂
焚
ム

を
多
く
持
と
う
、
の
方
針
に
よ
り
、
二
月
の
新

年
会
、
五
月
に
柳
橋

「京
亭
」
・八
月
に
小
松

川
の

「平
八
」
、
十

一
月
に
会
員
で
あ
る
二
十

八
期
の
谷
島
く
ん
の
お
店

「百
味
亭
」
に
て
会

食
会
を
催
し
ま
し
た
。
本
年
は
一
月
十
六
日
に

昨
年
と
同
じ
神
田

「そ
の
田
」
に
て
総
会
そ
し

て
新
年
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に

美
味
し
い
料
理
を
食
し
、
新
年
に
ふ
さ
わ
し
い

心
も
腹
も
満
足
し
た
。
新
年
会
の
出
発
と
な
り

ま
し
た
。

二
十
六
期

　

古
田

勝

一

四
十
四
号
の
同
窓
会
報
で
「ら
ん
ぷ
の
仲
間
」

に
つ
き
ま
し
て
は
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

三
商
生
徒
会
が
産
声
を
あ
げ
た
の
は
昭
和
二
十

四
年
、
半
世
紀
以
上
前
の
こ
と
。
そ
の
十
年
後
、

つ
ま
り

「第
十
代
生
徒
会
」
を
預
か
っ
た
仲
間

で
す
。

前
回
は
三
浦
海
岸
に
あ
る

「
マ
ホ
ロ
バ
マ
イ

ン
ズ
三
浦
」
へ
の
一
泊
旅
行
で
し
た
。

今
回
は
昨
年
の
十
月
二
十
二
日
よ
り
神
戸
市

の
国
民
宿
舎

「シ
ー
バ
ル
須
磨
」
に

一
泊
旅
行

を
し
て
参
り
ま
し
た
。

神
戸
在
住
の
吉
本

舜
さ
ん
が
宿
泊
の
手
配
、

散
策
コ
ー
ス
の
プ
ラ
ン
等
々
、
綿
密
な
企
画
を

し
て
下
さ
り
、
中
野
千
代
子
さ
ん
、
鈴
木
博
子

さ
ん
、
両
女
史
が
幹
事
役
を
引
受
け
て
下
さ
い

ま
し
た
。
そ
の
日
の
夜
は
、
和
や
か
な
団
禁
…

三
商
校
歌
を
懐
か
し
く
斉
唱
、
し
め
く
く
り
に

詩
吟
の

「総
範
」
翁
師
範
」
の
更
に
上
）
の
資

格
を
持
つ
中
野
千
代
子
さ
ん
が
、
須
磨
の
海
に

因
ん
だ
詩
を
素
晴
ら
し
い
声
で
吟
じ
て
く
れ
ま

し
た
。

翌
日
は
、
吉
本

舜
さ
ん
の
案
内
で
、
新
神

戸
駅
よ
り
散
策
開
始
、
神
戸
北
野
の
異
人
館
界

隈
、
そ
こ
か
ら
見
下
ろ
す
神
戸
…
。
昼
食
は
ポ

ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
で
対
岸
の
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

の
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
、
そ
こ
か
ら
見
下
ろ
す
神

戸
全
二尽
‥
。

そ
し
て
、
人
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
不
可

能
な
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る

「防
災
未
来

館
」
見
学
。
快
晴
に
恵
ま
れ
、
美
し
い
活
気
に

溢
れ
た
神
戸
を
満
喫
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。又

、
本
年
四
月
八
日
に
は
志
村
泰
男
氏
を
中

心
に
三
郷
の
江
戸
川
河
川
敷
に
て
、
皆
小
型
ス

コ
ッ
プ
を
持
っ
て
の

「の
び
る
採
り
」
を
こ
れ

又
快
晴
の
下
、
行
い
ま
し
た
。

あ
の
時
計
塔
の
そ
び
え
る
三
商
の
校
舎

「生

徒
会
室
」
で
活
動
を
共
に
し
た
仲
間
が
四
十
八

年
経
つ
て
も
こ
う
し
て
、
健
康
で
語
り
合
え
る
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幸
せ
を
感
謝
い
た
し
て
居
り
ま
す
。
以
下
は
ら

ん
ぷ
の
仲
間
の
氏
名
で
す
。

内
山
た
か
子
、
加
藤
博
子
、
鎌
形
泰
央
、
志

村
泰
男
、
鈴
木
博
子
、
鶴
岡
恒
夫
、
豊
田
紀
雄
、

長
尾
久
美
子
、
中
野
千
代
子
、
根
岸
秀
満
、
橋

本
宣

一
、
樋
口
昭
男
、
藤
村
栄
三
、
吉
本
　
舜
、

和
気
賢
三
郎
、
大
塚
英
紀
、
齋
藤
純
代
、
古
田

勝

一
、
以
上

「ら
ん
ぷ
の
仲
間
パ
ー
ト
Ⅱ
」
で

し
た
。

私
は
二
十
六
期
の

一
員
で
す
。
二
十
六
期
は

毎
年
欠
か
さ
ず
同
期
会
を
開
催
致
し
て
居
り
ま

す
。
昨
年
は
六
月
十
七
日
、
今
は
無
き
錦
糸
町

の
ロ
ッ
テ
会
館
に
て
清
田
　
実
幹
事
長
の
下
、

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

《
三
商
Ｏ
Ｂ
団
体
交
流
会
の
ご
案
内

》

日
　
時

平
成
十
九
年
十
月
二
十
日

（土
曜
日
）
午
後
五
時
三
十
分

場
　
所

「東
天
紅
」
（第

一
ホ
テ
ル
両
国

一
一階
）

【墨
田
区
横
網

一
丁
目
】

（電
話
〇
三
―
五
六
〇
八
―

一
〇

一
五
）

六
〇
〇
〇
円

同
窓
生
で
組
織
す
る
団
体

（業
界

・
職
域

・

ク
ラ
ブ
活
動
Ｏ
Ｂ
会
等
、
奮

っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
）

東
京
都
足
立
区
西
新
井
栄
町

〈ム
　
費

対
　
象

連
絡
先

一
―

一
九
―
三
九
―

一
〇
〇
五

柴
崎
　
晴
雄

（Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
話

〇
三
―
五
六
八

一
―

三
二
九
八
） 蔵

前
橋
通
り

国
道
１４
号
線

陽
自 国

習

財

趙

彫

鸞

東

京

校

歌

祭

参

加

の
ご

案

内

第
十
五
回
東
京
校
歌
祭
が
今
年
も
日
比
谷
公
会

堂
で
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
十
七
校
の
参
加
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
特
別
参
加
と
し
て
日
本

寮
歌
振
興
会
よ
り
、
旧
制
第
六
高
等
学
校

（岡
山
）
、

旧
制
第
八
高
等
学
校

（名
古
屋
）
、
旧
制
北
海
道
帝

国
大
学
予
科

（札
幌
）
、
旧
制
東
京
商
科
大
学
予
科

の
四
校
が
参
加
さ
れ
ま
す
。

日
比
谷
公
会
堂
の
壇
上
で
校
歌
、
応
援
歌
を
思

い
切
り
歌

い
上
げ
、
我
々
三
商
Ｏ
Ｂ
の
心
意
気
を

存
分
に
発
揮
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
年
こ
そ
百
名
の
大
合
唱
を
成
し
遂
げ
る
べ
く

頑
張

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、　
一
人
で
も
多
く
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

校
歌
祭
終
了
後
、
同
期
会
、
ク
ラ
ス
会
を
企
画

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
、
大
変
お
す
す

め
で
す
。

要
項
は
次
の
通
り
で
す
。

記

日
時

¨
平
成
十
九
年
十
月
六
日

（土
）

場
所

¨
日
比
谷
公
会
堂

会
費

一
無
料

（終
了
後
反
省
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
会
費
四
千
円
）

集
合
時
間

¨
十
五
時
三
十
分

集
合
場
所

¨
日
比
谷
公
会
堂
の
階
段
の
下
の
広
場
。

（三
商
の
職
が
目
印
で
す
。
受
付
を
階

段
の
上
で
行

っ
て
お
り
ま
す
の
で
必

ず
受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。）

三
商
同
窓
会

校
歌
祭
委
員
　
杉
本
　
光
男

電
話
〇
三
―
三
六
二
三
―
二

一
八
五
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第
二
十
二
期

荻
野

弘
康

本
会
は
、
三
商
卒
の
税
理
士
と
公
認
会
計
士

を
会
員
と
す
る
親
睦
と
母
校
の
学
習
の
充
実
等

を
目
的
と
し
て
、
平
成
四
年
十
月
に
設
立
さ
れ
、

活
動
に
濃
淡
は
あ
る
が
十
六
年
目
を
迎
え
る
。

現
在
も
母
校
の
市
民
講
師
と
し
て
石
川
昭
会

員

（第
二
十
五
期
、
昭
和
三
十
三
年
卒
）
を
派

遣
し
、
学
習
の
充
実
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
当
会
会
員
の
今
日
あ
る
は
母

校
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
会
員

一
同
心
か
ら

感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
当
会
の
総
会
や
新
年
会
に
は
柴
田
校

長
を
始
め
、
同
窓
会
か
ら
木
戸
会
長
、
柴
崎
事

務
局
長
の
ご
出
席
を
賜
り
、
近
況
報
生
星
寸を
い

た
だ
い
て
い
る
。
冨
一商
創
立
八
十
周
年
記
念

行
事
」
に
つ
い
て
も
、
木
戸
会
長
よ
り
ご
案
内

が
あ
り
、
本
会
と
し
て
も
応
分
の
ご
協
力
と
本

会
会
員
へ
の
呼
び
か
け
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

Ｚり
。母

校
の
発
展
と
会
員
諸
兄
姉
の
ご
健
勝
を
祈

り
ま
す
。

三
文
会

（十
八
期
）
秋
長

政
吉

三
十
年
に
及
び
檜
原
村
の
風
景
風
土
に
惚
れ

込
み
、
写
真
を
撮
り
続
け
て
来
た
石
塚
岩
雄
氏

（三
十

一
期

【写
真
右
し
、
と
共
に

「東
京
の

ふ
る
さ
と
檜
原
村
」
で
、
私
、
秋
長
政
吉

（十

八
期
）
の
木
版
画
と
に
よ
る

［檜
原
村
賛
歌
二

人
展
］
を
彼
の
地
の
観
光
協
会
よ
り
の
お
声
掛

り
で
本
年

（二
〇
〇
七
年
）
五
月
か
ら
六
月
ま

で
二
ヶ
月
間
の
予
定
で

公
バ場
檜
原
村
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
）
で
展
示
開
催
い
た
し
ま
し
た
と

こ
ろ
大
変
な
好
評
を
戴
き
、
朝
日
タ
ウ
ン
ズ
多

摩
西
ト
ピ
ッ
ク
ス

（五
月
十
七
日
付
）
に
写
萱
（

入
で
。

又
、
東
京
新
聞

（五
月
三
十

一
日
付
）
に
も

写
真
入
で
、
又
、
共
に
大
き
く
記
事
掲
載
し
て

戴
き
ま
し
た
。
そ
の
上
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

（総
合
テ
レ

ビ
六
月
十
五
日
Ｐ
Ｍ
六
時
十
分
～
の
首
都
圏
ネ

ッ
ト
［私
の
好
き
な
檜
原
村
じ

で
放
映
し
て
戴

き
ま
し
た
。
［深
川
タ
ウ
ン
誌
］は
じ
め
他
新
聞

に
開
催
記
事
の
み
の
広
報
も
し
、

て
戴
き
ま
し
た
。

石
塚
岩
雄
氏
と
私
は
身
に
あ
ま

る
好
評
に
驚
き
つ
つ
も
、
永
い
年

月

（石
塚
岩
雄
氏
三
十
余
年
、
私

十
余
年
）
の
成
果
に
嬉
し
い
思
い

で

一
杯
で
す
。

な
お
、
［檜
原
村
賛
歌
二
人
展
］

は
地
元
観
光
協
会
か
ら
の
常
時
展

示
の
ご
希
望
に
よ
り
会
期
を
決
め

ず
展
示
さ
せ
て
戴
く
事
に
な
り
ま

し
た
。

東
京

（島
部
を
除
く
）
の
た
だ

一
つ
の
村
で
、
西
多
摩
秋
川
渓
谷

美
は
元
よ
り
、
四
季
折
々
の
山
並

み
の
美
し
さ
、
荘
厳
な
滝
々
、
人

情
味
溢
れ
る
村
の
人
々
、
素
朴
な

郷
土
山
莱
料
理
等
、
到
底
私
が
お

伝
え
し
き
れ
な
い
の
で
、
是
非

一

度
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【追
記
】

当
三
文
会
の
会
員
の
活
動
に
就
い
て
は
多
く

の
方
々
が
、
各
自
活
動
的
で
各
分
野
で
先
生
や

講
師
と
し
て
活
躍
し
て
居
る
方
々
が
多
数
居
ら

れ
ま
す
。

日
展
に
常
連
出
展
の
川
田
晃

一
氏

（二
十
二

期
）
、
個
展
を
有
楽
町
交
通
会
館
で
よ
く
開
か

れ
る
坂
崎
光
司
氏

（二
十
四
期
）
、
秋
耕
展

（国
立
美
術
館
）
で
の
萩
尾
明
氏

（二
十
七
期
）

そ
の
他
、
各
グ
ル
ー
プ
で
の
展
示
会
、
発
表
会

等
。　
。
絵
画

。
彫
刻

。
は
元
よ
り
手
芸

。
民

謡

・
奇
術

・
日
本
舞
踊

。
ダ
ン
ス

・
イ
ラ
ス

ト

・
諸
デ
ザ
イ
ナ
ー

・
写
真

。
陶
芸
等
。

当
三
文
会
の
会
員
が
多
方
面
で
豊
か
に
活
躍

し
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
を
こ
の
紙
面
を
お
借
り

し
て
ご
紹
介
致
し
ま
し
た
。

［檜
原
村
賛
歌
二
人
展
］
常
設
展
示

【場
所
】

檜
原
村
観
光
協
会
　
森
の
学
校
内
　
檜
原
村

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（毎
週
火
曜
日
定
休
）

【住
所
】

〒

１

９

０

１

０

２

１

２

東
京
都
西
多
摩
郡
檜
原
村
４
０
３

【電
話
】

０

４

２

１

５

９

８

１

０

０

６

９

【交
通
】

中
央
道
八
王
子
Ｉ
Ｃ
よ
り
２４
Ｋｍ

Ｊ
Ｒ
武
蔵
五
日
駅
～
バ
ス
２５
分
　
一九
郷
下
車

t,II1 1 1
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岩
田
　
福
治

十

一
期

（入
学
時
七
組
、
約
四
百
名
）

の
連
絡
は
長
ら
く
矢
作
福
正
君

（東
食

通
信
室
長
）
が

一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ

て
い
た
の
で
す
が
、
惜
し
く
も
鬼
籍
に

入

っ
て
し
ま
い
そ
の
後
を
森
光
義
君
が

同
様
に
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
彼
も

ま
た
鬼
籍
入
り
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

思
え
ば
十

一
期
生
は
日
中

戦
争
勃
発

の
翌
年

に
入
学

し
、
太
平
洋
戦
争
勃
発
の
翌

年
に
三
ヶ
月
繰
上
卒
業
と
い

う
戦
争
を
忘
れ
る
こ
と
の
出

来
な
い
時
代
に
三
商
生
活
を

送
り
ま
し
た
。

米
軍
の
初
空
襲

（ド
ー
リ

ッ
ト
ル
に
よ
る

［
一
七
、
四
、

一
人
Ｃ

は
、
校
庭
で
そ
の

低
空
の
機
影
を
見
、
投
下
し

た
爆
弾
が
後
ろ
の
運
河
に
落

ち
て
水
煙
の
上
が
る
の
を
見

ま
し
た
。
こ
ん
な
訳
で
卒
業

後
は
陸
士
、
海
兵
、
そ
れ
に

徴
兵
年
齢
の
引
下
げ
等
で
軍

服
を
着
た
者
も
多
数
お
り
ま

し
た
。

さ
ら
に
東
京
下
町
の
空
襲

も
あ

っ
て
同
期
生
の
連
絡
も

な
か
な
か
取
り
に
く
か
っ
た

か
と
思
い
ま
す
が
、
右
記
両

君
他

の
努
力

で
名
簿
も
揃

い
、
何
回
か
の
同
期
会
も
も

た
れ
ま
し
た
が
、
最
近
は
全
員
集
合
は

な
か
な
か
出
来
な
い
の
が
実
情
で
す
。

こ
の
中
で
Ｆ
組
と
Ｇ
組
に
籍
を
置
い

者
が
ほ
ぼ
毎
年
会
合
を
も
ち
今
年
も
十

一
月
十

一
日
に
浅
草
の

「葵
丸
進
」
に

十
八
名
が
集
ま

っ
て
旧
交
を
温
め
最
後

に
校
歌
を
合
唱
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

会
で
は
市
川
国
府
台
の

『環
山
荘
』
で

の
授
業
、
そ
の
帰
り
に
お
邪
魔
し
た
新

婚
の
萩
原
静
夫
先
生
の
お
宅
で
の
話
と

先
生
の
訃
報
、
佐
藤
義
美
先
生
の
豊
後

竹
田
の
記
念
館
訪
間
の
報
告
な
ど
も
含

め
て
盛
会
で
し
た
。
全
員
が
八
十
二
歳

の
来
年
も
集
ま
り
ま
す
。
代
表
坪
田
忠

雄
君
、
世
話
役
矢
吹
省
三
君
で
す
。

「大
正
は
遠
く
な
り
に
け
り
」
と
言

わ
れ
ま
す
が
十

一
期
全
員
が
も
う

一
度

元
気
に
集
ま
り
た
い
も
の
で
す
。

（写
真
は
当
日
の
十
一
期
Ｆ
Ｇ
会
の
諸
君
）

吉
岡
　
鶴
義

我
々
三
商
十
二
期
生
は
、
今
年
と
う

と
う
八
十
歳
を
迎
え
た
。
所
謂

「傘
寿
」

で
あ
る
。
母
校
を
昭
和
十
八
年
十
二
月
、

当
時
は
大
平
洋
戦
争
真
只
中
の
為
、
本

来
十
九
年
三
月
卒
業
の
所
、
そ
の
前
年

十
二
月
の
繰
り
上
げ
卒
業
と
な

っ
た
。

以
来
六
十
三
年
を
経
過
し
た
こ
と
に

な
る
が
、
こ
の
間
昭
和
四
十
年
頃
か
ら

二
、
三
年
毎
に

一
度
、
同
期
会
と
し
て

開
催
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
平
成
十

一
年
を
境
に
途
絶

え
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由

の

一
つ
に
は
、
我
々
の
中
心
的
存
在
で
、

卒
業
以
来
母
校
三
商
の
教
諭
と
し
て
勤

務
、
定
年
退
職
後
も
何
か
と
面
倒
見
の

よ
か

っ
た
、
古
暮
氏
の
病
死
と
会
長
大

嶽
氏
も
ご
夫
人
の
病
気
で
、
外
の
活
動

が
出
来
な
く
な

っ
た
事
で
あ

っ
た
。
と

こ
ろ
が
齢
八
十
を
過
ぎ
て
も
元
気

一
杯

の
人
も
多
く
、
「
十
二
期
会
は

一
体
全

体
ど
う
な

っ
た
の
か
ネ
？
」
と
云
う
問

い
合
わ
せ
も
又
、
し
ば
し
で
あ

つ
た
。

実
は
斯
く
言
う
私
も
、
母
校
三
商
に

三
十
四
年
間
も
勤
務
、
お
世
話
に
な

っ

た
然
、
陰
な
が
ら
古
暮
氏
の
手
助
け
を

さ
せ
て
頂
い
た
関
係
も
あ
り
、
い
さ
さ

か
責
任
を
感
じ
て
い
た
の
で
、
今
年
こ

そ
傘
寿
を
記
念
し
て
同
期
会
を
開
こ
う

と
決
意
し
た
。
然
し
私

一
人
で
は
ど
う

に
も
な
ら
な
い
為
、
従
来
か
ら
の
幹
事

の
皆
さ
ん
に
準
備
委
員
会
と
し
て
集
ま

っ
て
頂
い
た
。

二
月
三
十
日
、
十
名
程
集
ま

っ
た
が
、

問
題
に
突
き
当
た

っ
た
。

今
迄
会
の
事
務
的
な
担

当
の
吉
清
氏
が
駅
の
階

段
で
転
倒
、
背
骨
を
痛

め
て
入
院
中
、
意
識
不

明
と
云
う
家
族
か
ら
の

報
告
。
過
去
十
二
期
会

の
名
簿
、
会
計
等
が

一

切
分
か
ら
な
く
な

っ
て

し
ま

っ
た
。
そ

の
後
、

ご
家
族
の
協
力
も
あ
り
、

何
と
か
名
簿
は
整

っ
て

き
た
が
、
今
ま
で
全
く

知
ら
な
か
っ
た
事
実
も
、

次

々
と
報
告
さ
れ
て
、

大
変
驚
い
た
。

そ
れ
は
吉
清
氏
が
旧

第
二
本
科
で
あ

っ
た
事

は
承
知
し
て

い
た
が
、

そ
の
第
二
本
科
の
メ
ン

バ
ー
の
み
で
、
Ｆ
Ｇ
会

と
云
う
会
を
作
り
、
卒

業
後
は
定
期
的
に
活
動

し
て
き
た
と
云
う
事
実
。

ま
た
、
旧
五
年
二
組
は
、

我
々
十
二
期
の
中
で
も

優
秀
な
生
徒
ば
か
り
集

め
た
超

エ
リ
ー
ト
級
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
卒
業
以
来
ず

っ

と

「
友
綱
会
」
と
し
て

毎
年
ク
ラ
ス
会
を
開

い

て
い
る
と
云
う
事
も
判

難
糠
奪
薔
鷲

明
し
た
。

当
時
の
学
校
行
政
を
創
り
出
し
た
学

校
長
の
姿
勢
が
、
こ
の
よ
う
な
か
た
ち

に
な

っ
て
行

っ
た
も
の
と
考
え
さ
せ
ら

れ
る
も
の
が
あ

っ
た
。

何
れ
に
し
ろ
中
心
的
な
十
二
期
会
の

活
動
は
旧
五
年

一
組
、
二
組
就
職
組
の

メ
ン
バ
ー
だ

つ
た
事
は
間
違
い
な
い
こ

み亀膚蝿 鰺豫魯

と
で
あ
る
。
し
か
し
今
は
苛
酷
な
戦
中
、

戦
後
を
生
き
抜

い
て
来
た
同
志
で
あ

り
、
お
互
い
に
何
の
幡
り
も
な
い
仲
間

で
あ
る
。
今
回
は
特
別
記
念
の
傘
寿
会

だ
か
ら
と
、
Ｆ
Ｇ
会
代
表
河
崎
氏
、
友

綱
会
代
表
大
門
氏
等
の
合
意
を
得
て

（
そ
の
後
、
友
綱
会
は
堺
氏
、
田
中

（鎮
）
氏
と
交
代
）
準
備
委
員
会
を
三
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回
開
く
こ
と
が
出
来
た
。

第

一
回
　
一二
月
三
十
日

東
天
紅
深
川
支
店

第
二
回
　
八
月
四
日

江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー

第
三
回
　
九
月
九
日

東
天
紅
深
川
支
店

委
員
会
の
決
議
に
よ

っ
て
次
の
如
く

承
認
。

会
期
　
十
月
八
日
　
場
所
　
東
天
紅

深
川
支
店
。

事
前
に
有
志
の
み
で
母
校
三
商
祭
訪

間
、
見
学
。
引
出
物
と
し
て
伊
勢
屋
の

紅
自
慢
頭

因
に
、
東
天
紅
は
三
商
五
期
生
、
小

泉

一
兵
衛
氏
創
業

の
有
名
レ
ス
ト
ラ

ン
。
伊
勢
屋
は
三
商
二
十
二
期
生
、
本

間
荘

一
氏
社
長
の
深
川
不
動
尊
前
の
老

舗
。
和
菓
子
店
。
と
全
て
を
三
商
ゆ
か

り
の
店
と
決
め
た
。

十
月
八
日
、
午
前
十

一
時
、
母
校
訪

問
見
学
。

希
望
者
は
十
四
名
だ

っ
た
が
、
欠
席

者
二
名
、
十
二
名
は
校
門
前
に
集
合
、

校
長
柴
田
先
生
、
副
校
長
先
生
を
始
め
、

生
徒
三
商
祭
実
行
委
員
二
名
等
の
案
内

に
よ
り
、
先
ず
、
故
古
暮
氏
揮
豪
の
校

歌
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
、
校
舎
前
階
段
に
て

記
念
撮
影
後
、
校
舎
内
に
入
り
い
ろ
い

ろ
な
展
示
物
、
催
し
物
を
見
学
。
三
々

五
々
約

一
時
間
程
堪
能
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

傘
寿
会

（東
天
紅
深
川
支
店
）
午
後

二
時
開
会
。
参
加
者
四
十
名
、
挨
拶
、

会
長
大
嶽
清
氏
。
Ｆ
Ｇ
会
　
河
崎
三
千

夫
氏
。
友
綱
会
　
堺
高
基
氏
。
現
学
校

長
　
柴
田
哲
先
生
と
続
き
、
乾
杯
の
音

頭
を
小
林
盛
夫
氏
と
進
み
懇
談
に
入

る
。
懇
談
中
、
小
話
と
し
て
予
科
練
の

苦
労
話
を
、
高
橋
英
臣
氏
。
江
戸
期
の

歴
史
と
題
し
て
、
芳
賀
登
氏

（元
筑
波

大
副
学
長
）
の
レ
ク
チ
ャ
ー
等
が
入
り
、

二
時
間
半
の
持
時
間
は
ア
ッ
と
云
う
間

に
過
ぎ
去
り
、
最
後
に
全
員
の
記
念
写

真
を
撮
り
、
無
事
終
了
。
記
念
の
引
出

物
、
紅
自
慢
頭
を
手
土
産
に
散
会
し
た
。

散
会
後
の
反
省
会

今
回
の
名
簿
整
理
で
判

っ
た
こ
と

は
、
我
々
十
二
期
生
は
入
学
時

（昭
和

十
四
年
）
七
組

（Ａ
～
Ｇ
）
三
百
五
十

名
だ
っ
た
が
、
現
在
は
物
故
者
百
七
十

五
名
と
丁
度
半
数
、
病
気
又
は
療
養
中

は
約
百
名
、
今
回
出
席
者
四
十
名
を
引

い
た
約
三
十
五
名
は
住
居
不
明
で
あ
っ

た
。
我
々
の
年
齢
か
ら
考
え
る
と
、
成

程
と
思
う
が
、　
一
方
寂
し
さ
も
胸
を
う

つ
も
の
が
あ
る
。

何
れ
に
し
て
も
、
今
回
の
盛
会
は
準

備
委
員
メ
ン
バ
ー
の
協
力
の
賜
と
お
互

い
の
労
を
ね
ぎ
ら
つ
た
。
次
国
の
提
案

は
あ
っ
た
が
、
後
二
～
三
年
は
様
子
を

見
る
こ
と
と
な
り
、
更
に
積
極
的
な
意

見
は
無
か
っ
た
。

【追
記
】

傘
寿
会
の
参
加
費
は
八
千
円
、
会
計

担
当
の
菅
原
、
岡
崎
氏
の
報
告
で
は
、

三
万

一
千
円
の
残
金
と
あ
っ
た
。
こ
の

残
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
程
々
意
見

は
あ
っ
た
が
、
結
論
と
し
て

（
一
）

母
校
の
弥
栄
を
祈
念
し
て
の
植

樹
、
寄
贈

（二
）

母
校
創
立
八
十
周
年
記
念
行
事

（平
成
二
十
年
）
へ
の
寄
付

以
上
二
点
と
し
て
、
委
員
会
の
承
認
を

得
た
。

（
一
）

記
念
樹
の
寄
贈

平
成
十
九
年

一
月
二
十
七
日
、
楊
貴

妃
と
云
う
名
の
桜
苗
木

一
本
、
校
舎
表

校
長
室
前
に
校
長
柴
田
先
生
、
事
務
長
、

大
嶽
会
長
、
工上
合
い
の
も
と
植
樹
し
た
。

そ
の
後
三
月
三
十
日
そ
の
桜
が
見
事
開

花
し
た
と
、
写
真
数
葉
入
り
で
、
学
校

長
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

（二
）

残
金
の
一
万
円
は
、
同
窓
会
事

務
局
へ
送
金
予
定

傘
寿
会
準
備
委
員
会
メ
ン
バ
ー

（敬
称
略
、
順
不
同
）

平
山
真

一
郎

・
大
嶽
　
清

。
内
藤

登

・
岡
崎
　
茂

。
大
門
博
史

・
勝
浦
輝

男

・
小
林
盛
夫

・
菅
原
金
造

・
河
崎
三

千
夫

・
田
中
鎮
雄

・
堺
　
一局
基

・
吉
岡

鶴
義
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
十
二
名

◆

行
事
報
告

《
一
泊
旅
行

》

平
成
十
八
年
六
月
四
日

箱
根
仙
石

原

ホ
テ
ル
箱
根
小
塚
山
泊
。
加
齢
を

考
慮
、
今
回
は

「安
近
静
」
旅
行
を
実

施
。
Ｇ
Ｗ
も
終

っ
た
静
か
な
山
間
の
宿

で
乳
白
色
の
温
泉
に
浸
か
り
寛
い
だ

一

夜
を
過
ご
し
た
。
参
加
は
い
つ
も
の
メ

ン
バ
ー
の
十

一
名
。

夕
食
後
は
カ
ラ
オ
ケ
で
腹
ご
な
し
の

後
、
幹
事
部
屋
に
落
着
き
、
飲
み
直
し
、

在
校
時
代
の
昔
話
に
時
間
を
忘
れ
、
話

が
弾
ん
だ
。
翌
朝
食
後
、
次
回
の
再
会

を
約
し
て
帰
路
に
つ
く
。

《
グ
ル
メ
の
会

（暑
気
払
い
を
兼
ね
じ

今
年
か
ら
飲
め
な
い
会
員
が
集
ま
れ

る
よ
う
に
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
抜
き
で
美

味
し
い
も
の
を
食
べ
る
会
を
企
画
。
人

月
二
十
六
日
母
校
に
近
い
佐
賀
町
華
福

寿

（オ
ー
ナ
ー
は
元
銀
座
ア
ス
タ
ー
の

メ
イ
ン
コ
ツ
ク
）
で
中
華
料
理
を
堪
能
。

予
想
外
の
十
九
名
の
参
加
。
如
何
に
加

齢
と
と
も
に
飲
め
な
い
仲
間
が
多
い
事

か
。
好
評
に
つ
き
、
来
年
も
実
施
。

《
校

歌

祭

》

十
月
七
日

（昨
年
）
、
日
比
谷
公
会

堂
で
。
伴
奏
の
音
響
効
果
が
悪
く
テ
ン

ポ
が
合
わ
ず
最
悪
。
終
演
後
、
前
年
同

様
富
国
生
命
ビ
ル
地
下

「
こ
だ

わ
り
や
ま
日
比
谷
店
」
で
例
会
。

参
加
十
六
名
。

ビ
ー
ル
の
味
は
格
別
だ

っ
た

が
、
今
回
は
他
期
と
合
同
で
盛

会
、
喧
騒
で
話
も
出
来
ず
来
年

（本
年
）
は
場
所
を
要
検
討
。

含

心

年

会

》

十
二
月
十
日
。
於
三
菱
養
和

会
巣
鴨
パ
ル
テ
ー
ル
。
参
加
十

七
名
。
生
田
、
溝
日
、
岩
田
、

渡
邊
Ｏ
ご
、
の
諸
兄
ひ
さ
し
ぶ

り
の
参
加
も
あ
り
盛
況
。
こ
の

一
年
の
無
事
を
喜
び
、
来
年
の

息
災
を
祈
り
な
が
ら
、
鍋
を
囲

み
歓
談
。

《
お

花

見

》

平
成
十
九
年
三
月
十
八
日
、

志
賀
兄
の
企
画
で
市
川
の
文
学

の
道
の
桜
並
木
、
手
児
奈
堂
、
真
間
山

弘
法
寺
の
お
花
見
。
今
年
は
暖
冬
で
開

花
が
早
い
と
の
予
報
で
あ

っ
た
が
、
開

花
間
際
に
寒
波
再
来
。

最
後
に
弘
法
寺
で
、
し
だ
れ
桜
を
観

桜
し
て
溜
飲
を
下
げ
た
。

我
が
会
は

「花
よ
り
団
子
な
ら
ぬ
酒
」

の
口
。
市
川
駅
前
の

「神
田
ッ
子
」
で

花
見
酒
。
参
加
十
二
名
。
花
は
な
く
て

も

一
同
大
満
足
。

◆
そ
　
の
　
他

十
七
期
も
大
半
が
今
年
喜
寿
を
迎
え

る
加
齢
と
共
に
健
康
を
損
ね
る
会
員
が

増
加
。
幸
い
に
も
こ
の

一
年
訃
報
を
受

け
ず
に
経
過
し
た
が
、
今
後
も
聞
か
な

い
よ
う
互
い
に
健
康
に
留
意
し
て
日
々

を
送
ろ
う
。

平成18年12月 10日  於 三菱養和クラブ
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平
成
十
八
年
九
月
三
十
日

（土
）
正

午
よ
り
、
錦
糸
町
の
東
武
ホ
テ
ル
レ
バ

ン
ト
東
京

「
ベ
ル
カ
ン
ト
」
に
て
、
七

十
歳
節
目
の
二
十

一
期

（昭
和
二
十
九

年
卒
）
同
期
会
と
し
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
六
十
余
名
で
、
内
女
性
十

名
が
花
を
添
え
ま
し
た
。

昭
和
二
十
九
年
卒
業
後
、
五
十
二
年

の
経
年
と
共
に
健
康
上
の
理
由
と
、
物

故
者
に
よ
る
参
加
者
の
減
少
は
わ
か

っ

て
い
て
も
寂
し
い
こ
と
で
あ
る
。
特
に

お
世
話
に
な

っ
た
先
生
方
が
健
康
上
の

理
由
等
で
、　
一
人
も
ご
出
席
し
て
頂
け

な
か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
。

し
か
し
恩
師
の
人
名
の
先
生
方
の
写

真
パ
ネ
ル
を
掲
示
す
る
と
同
時
に

一
組

か
ら
人
組
ま
で
の
自
分
達
の
卒
業
写
真

も
掲
示
し
て
、
一二
商
時
代
を
思
い
出
し
、

懐
か
し
く
語
り
合
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
懇
親
会
も
久
し
ぶ
り
の
友
と
の
歓

談
を
中
心
に
進
め
ま
し
た
が
、
予
定
時

間
で
は
語
り
足
ら
ず
二
次
会
の

「
カ
ラ

オ
ケ
館
」
錦
糸
町
店

へ
と
会
場
を
移
し

て
、
歌
に
お
話
に
と
過
ご
し
、
楽
し
い

一
日
が
終
了
し
ま
し
た
。

全
員
の
記
念
写
真
も
お
帰
り
時
に
お

渡
し
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
各
組

幹
事
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
三
商
で
の
青
春
の
出
合
い
は

お
金
で
は
買
え
な
い
大
切
な
宝
で
す
。

そ
れ
は
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
ふ
る

さ
と
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
今
の
自
分
が

あ
る
こ
と
に
気
付
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
そ
の
ふ
る
さ
と
を
思
う
か
ら
こ

そ
、
あ
し
た
も
前
を
向

い
て
歩
い
て
行

こ
う
と
そ
ん
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ

る
か
ら
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

二
十
八
期
生

（昭
和
三
十
六
年
卒
業
）

は
、
多
く
の
人
が
六
十
五
歳
を
迎
え
ま

す
。
四
年
毎
に
同
期
会
を
開
催
す
る
決

ま
り
で
交
友
を
温
め
て
き
ま
し
た
。
来

年
の
同
期
会
開
催
に
向
け
、
準
備
を
開

始
し
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
の
近
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

（四
組
）

斎
藤
克
先
生
傘
寿
を
お
祝
い
す
る
ク

ラ
ス
会
開
催
。
五
月
十
九
日
斎
藤
先
生

傘
寿
の
お
祝
い
を
兼
ね
た
、
四
組
の
ク

ラ
ス
会
を
上
野
の

「音
音
」
で
開
催
し

ま
し
た
。

先
生
の
お
祝
い
と
い
う
こ
と
で
、
二

十
四
名
の
方
が
出
席
し
、
盛
会
に
な
り

ま
し
た
。
出
席
者
皆
で
先
生
の
傘
寿
を

お
慶
び
申
し
上
げ
、
祝
杯
を
あ
げ
ま
し

た
。
盛
り
上
が

っ
た
会
は
三
次
会
ま
で

行
わ
れ
、
深
夜
ま
で
青
春
時
代
に
戻
り
、

語
り
、
た
の
し
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
残
念
な
こ
と
は
、
昨
年
は

三
名

（桜
田

・
渡
辺
君

・
馬
場

（旧
姓

鈴
木
）
さ
ん
）
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

又
、
今
年
か
ら
東
京
シ
テ
イ
ガ
イ
ド

の
資
格
を
持

つ
、
内
田
君

の
発
案
で

「
お
江
戸
さ
ん
ぼ
塾
」
を
開
催
し
、
二

時
間
位
の
散
歩
を
兼
ね
た
名
所
旧
跡
巡

り
と
、
懇
親
会
も
始
ま
り
ま
し
た
。

記
　
久
保
田

（七
組
　
担
任
故
小
暮
敏
雄
先
生
）

三
月
九
日
久
し
ぶ
り
に
、
二
十
名
の

モ
サ
連
中
が
会
し
、
さ
ら
に
プ
ロ
野
球

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
期
各
ク
ラ
ス

と
の
交
流
戦
を
行

い
、
六
名
の
方
々
の

出
席
を
い
た
だ
き
計
二
十
六
名
で
、
銀

座

「
ロ
ア
ジ
ス
」
で
開
催
。

冒
頭
十
八
年
に
逝
去
さ
れ
た
恩
師
小

暮
先
生
と
十
九
年
に
逝
去
さ
れ
た
同
志

市
東
君
を
偲
び
黙
祷
、
献
杯
後
当
店
自

慢

の
フ
ラ
ン
ス
料
理
に
舌
づ

つ
み
、

徐
々
に
ビ
ッ
チ
が
上
が
り
、
二
十
年
ぶ

り
に
再
会
す
る
人
も
あ
り
、
昔
に
戻
り

和
気
調
々
。

鈴
木
孝

一
君
の
迷
司
会
で
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
チ
ャ
チ
が
入
り
な
が
ら
の
、
二

十
六
名
全
員

の
近
況
報
告
が
行
わ
れ

た
。
宴
た
け
な
わ
の
中
、
次
回
の
予
定
、

二
十
年
の
同
期
会
の
予
定
な
ど
を
話
し

合
い
、
最
後
に

「高
校
三
年
生
」
を
大

合
唱
し
て
散
会
し
た
。
　
　
　
記
　
鷲

（三
組
　
担
任
故
吉
田
久
登
先
生
）

四
月
二
十
二
日
ク
ラ
ス
会
を
開
催

し
、
十
六
名
の
出
席
を
得
た
。
に
ぎ
や

か
な
宴
を
持
ち
、
一父
友
を
温
め
ま
し
た
。

記
　
古
田

（八
組
　
担
任
故
磯
川
運
良
先
生
）

先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
て
、
十
年
に
な

り
ま
す
。
墓
参
会
を
兼
ね
、
ク
ラ
ス
会

を
秋
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

記
　
伊
澤

平
成
十
九
年

一
月
二
十
六
日
、
門
前

仲
町

「喜
寿
司
」
に
て
、
新
年
会
、
幹

事
会
を
開
催
し
て
、
本
年
に
開
催
す
る

同
期
会
に
つ
い
て
、
十

一
月
四
日
に
開

催
す
る
事
と
七
月
二
十
日
に
細
部
に
つ

い
て
幹
事
会
を
開
催
し
て
定
め
る
事
を

決
め
、
幹
事
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

続
い
て
新
年
会
に
移
り
各
同
期
生
動

向
や
、
身
の
廻
り
の
出
来
事
に
つ
い
て

し
ゃ
べ
り
合
い
ま
し
た
。

と
に
か
く
い
つ
も
賑
や
か
な
酒
の
う

ま
い
集
ま
り
で
楽
し
み
で
す
。
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二期 橘 り|1達 郎

創草期の

母校二題

⌒
一
）
揚
げ
雲
雀
　
舞
ひ
歌
ひ
し

三
商
の
空

敷
矢
小
学
校
の
三
階
を
借
り
て
授
業
を

受
け
て
い
た
私
達

一
、
二
期
生
で
あ
っ
た

が
、
越
中
島
の
新
校
舎
も
半
分
ほ
ど
、
時

計
台
も
含
め
て
完
成
し
た
の
で
、
机
や
椅

子
を
銘
銘
で
担
い
だ
リ
リ
ヤ
カ
ー
を
借
り

た
り
し
て
、
長
い
行
列
を
作
っ
て
越
中
島

ま
で
運
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
今
な
ら
ト
ラ

ッ
ク
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
ア
ツ
ト
一一言
つ
間

に
引
越
し
を
完
了
す
る
で
あ
ろ
う
に
、
昭

和
初
期
の
あ
の
頃
と
し
て
は
、
こ
ん
な
事

が
当
然
の
様
に
思
は
れ
た
の
ん
び
り
し
た

時
代
で
あ
っ
た
。
我
々
は
あ
の
長
い
道
の

り
を
別
に
隊
列
を
整
へ
る
で
も
な
く
駄
弁

り
乍
ら
ダ
ラ
ダ
ラ
と
荷
物
を
運
ん
だ
の
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
第
三
期
生
を
新
校
舎
に

迎
へ
る
事
に
な
っ
た
の
で
あ
つ
た
。
こ
の

三
期
生
か
ら
制
服
は
半
ズ
ボ
ン

（下
級
生

の
み
）
と
な
り
、
当
時
非
常
に
珍
し
か
つ

た
背
広
の
ス
マ
ー
ト
な
服
制
が
確
立
し
た

の
で
あ
る
。

不
動
尊
前
、
或
い
は
藪
矢
町
か
ら
幾
つ

か
橋
を
渡

っ
て
や
つ
て
来
た
越
中
島
は
、

ど
っ
ち
を
見
て
も
埋
立
て
た
ば
か
り
の
様

な
空
地
ば
か
り
で
、
商
船
学
校
や
隣
地
の

水
産
講
習
所
は
あ
つ
た
が
、
倉
庫
は
所
々

に
あ
る
に
は
あ
つ
た
が
、
民
間
の
家
な
ど

な
く
、
三
商
生
を
あ
て
こ
ん
だ
ら
し
い
パ

ン
屋
、
そ
れ
と
三
商
の
隣
地
の
半
分
水
浸

し
の
様
な
湿
地
帯
に
極
め
て
貧
し
げ
な
掘

っ
建
て
小
屋
が
あ
る
位
で
あ
つ
た
。

広
々
と
し
た
空
地
に
は
、
た
い
て
い
海

苔
が
干
し
て
あ
つ
た
。
空
は
飽
く
迄
広
く

澄
み
渡
り
、
西
の
空
に
は
遠
く
富
士
が
望

め
る
し
、
対
岸
に
は
海
水
を
隔
て
て
民
間

の
飛
行
場
、
滑
走
路
に
練
習
機
が
離
着
陸

を
く
り
か
え
し
誠
に
の
ど
や
か
な
風
景
で

あ
っ
た
。

そ
ん
な
時
、
天
空
か
ら
ピ
ー
チ
ク
パ
ー

チ
ク
、
き
れ
い
な
鳥
の
声
が
響
い
て
く
る
。

揚
げ
雲
雀
で
あ
る
。
ひ
ば
り
を
飼

っ
て
上

天
気
の
日
、
空
に
放
っ
て
そ
の
歌
声
を
楽

し
む
。
こ
の
様
な
床
し
い
高
尚
な
趣
味
の

江
戸
人
が
こ
の
辺
に
居
る
の
だ
と
気
が
つ

い
た
少
年
時
代
の
私
で
あ
っ
た
が
、
と
て

藪矢小学校での我々二期生の一年生の頃。校長の左右に仙波、佐藤、田中尚、
大久保先生の顔が見える。上の枠は、池永副校長。

三商、夏休みの行事 “奥の

細道"に 同行を希望 したミ
ス皐

=ウ
エツブ記者。場所

は入善と思われる北陸。

も
豊
か
な
心
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ

つ

た
。
な
ん
と
風
流
な
心
か
。
あ
の
頃
の
の

ど
か
さ
、
の
び
や
か
さ
、
お
お
ど
か
さ
が

た
ま
ら
な
く
な
つ
か
し
い
。

つ
い
で
に
言

つヽ
と
錦
糸
掘
と
言
っ
た
あ

の
町
の
夕
暮
れ
時
、
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
空
を
舞

う
鳥
と
つ
か
な
い
も
の
が
乱
舞
し
て
い

た
。
友
に
聞
く
と
こ
れ
が
蝙
蝠
だ
と
い
ふ

の
だ
。

揚
げ
雲
雀
と
云
い
、
蝙
蝠
と
云
い
、
も

う
あ
の
あ
た
り
で
は
見
る
事
も
出
来
な
い

風
物
で
あ
る
。

以
上
　
平
成
十
九
年
四
月
二
十
日
記

（原
文
の
ま
ま
登
載
し
ま
し
た
。）

（二
）
初
期
の
三
商
を訪

れ
た
名
士
達

初
代
校
長
曲
川

吉
沢
徹
先
生
は
、
三

商
校
長
を
拝
命
す
る
や

多
年
暖
め
た
教

育
上
の
理
想
を
矢
継
ぎ
早
に
実
行
し
、
独

特
の
校
風
を
形
成
し
て
行

っ
た
。
曰
く

対
人
実
習
、
対
物
実
習
、
地
域
別
区
制
、

上
下
級
生
と
の
一
対

一
の
指
導
制
、
校
長

会
食
、
そ
の
際
の
食
前
感
謝
の
辞
、
悠
々

会
、
端
午
会
、
一謡
曲
の
授
業
、
当
時
と
し

て
は
全
く
珍
し
い
背
広
姿
の
制
服
、
夏
休

み
も
連
年
続
け
た
芭
蕉
の
奥
の
細
道
の
全

行
程
の
踏
破
、
「大
空

・
浅
緑
」、
舟
艇
の

購
入
、
市
川
に
環
山
荘
の
設
立
、
英
語
の

聯
拡
暗
誦
、
入
学
試
験
廃
止

等
々
枚
挙

に
違
な
い
是
等
の
方
法
、
方
針
の
強
行
実

習
は
特
別
で
、
凡
百
の
教
育
者
の
と
て
も

考
え

つ
く
処
で
は
な
い
。

今
更
先
生
の
偉
大
さ
を
想
起
す
る
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
没
後
数
十
年
に
亘
り

多
磨
霊
園
に
各
期
集
い

御
遺
族
、
旧
師

其
々
墓
参
会
に
参
集
し
、
そ
の
徳
を
偲
ん

だ
の
で
あ
り
、
美
談
と
し
て
新
聞
に
の
っ

た
の
で
あ
つ
た
。

越
中
島
に
新
校
舎
が
出
来
、　
一
期

二

期

〓
一期
と
工
事
も
進
み
講
堂
も
完
工
し
、

校
長
の
人
脈
と
思
は
れ
る
名
士
講
話
な
ど

で
来
校
さ
れ
る
方
も
出
て
き
た
。

先
ず
、
●
三
室
戸
敬
光
一士
爵

（明
治
六

年
生
ま
れ
）
お
公
卿
さ
ん
で
あ
る
。
貴
族

院
議
員
で
当
時

硬
骨
の
議
員
と
し
て
知

ら
れ
、
台
頭
し
始
め
た
軍
部
を
議
会
に
於

て
徹
底
的
に
叱
り
と
ば
す
人
で
あ

つ
た
。

三
商
で
謡
曲
を
毎
週
教
え
て
下
さ
つ
た
松

一半
鉄
之
助
子
爵

（旧
小
幡
藩
二↓

の
回
利

き
で
あ
つ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
松
平
子
爵
の
お
か
げ
で
三
商
生
は

毎
回
喜
多
流
の
謡
曲
を
な
ら
つ
た
。
校
長

の
教
育
方
針
の
中
で
実
業
界
に
出
る
三
商

生
は
、
社
会
に
上
流
の
人
の
知
己
を
得
る

事
が
大
事
だ
。
そ
れ
に
は
貴
顕
紳
士
の
た

し
な
み
を
習
得
し
、
教
養
と
し
て
身
に
つ

け
て
お
く
べ
き
と
の
持
論
に
よ
る
。
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た
し
か
に
こ
れ
ら
の
教
養

・
知
識
は
後

年
ど
れ
程
役
立
っ
た
か
分
か
ら
な
い
。
余

談
だ
が
卒
業
後
我
等
同
期
で
近
年
ま
で
謡

の
会
を
毎
月
開
き
、
ヨ
一謡
会
」
と
し
て

交
歓
の
場
と
し
て
居
り
、
又
或
る
者
は
、

大
銀
行
の
重
役
に
ま
で
な
っ
た
が
、
喜
多

流
の
能
の
シ
テ
と
し
て
国
立
能
楽
堂
に
演

じ
た
程
に
な
っ
た
。

●
勝
田
　
主
計
　
明
治
二
年
生

東
大
大
蔵
省
入
省
貴
族
院
議
員
と
な
り

大
蔵
大
臣
、
浜
国
内
閣
で
文
部
大
臣
に
も

な
っ
た
。

こ
ん
な
有
名
な
人
が
わ
が
校
に
来
ら
れ

講
演
さ
れ
た
に
は
驚
い
た
。
そ
れ
に
つ
け

て
も
こ
ん
な
大
物
を
呼
ぶ
事
が
出
来
る
校

長
な
ん
て
め
っ
た
に
あ
る
ま
い
と
当
時
思

っ
た
事
で
あ
る
。
大
臣
な
ん
て
今
は
大
部

格
が
落
ち
た
が
昭
和
初
期
の
大
臣
と
は
超

大
物
で
あ
っ
た
。

後
年
松
山
に
遊
ん
だ
時
、
漱
石
の
記
念

館
に
行
っ
た
折
、
こ
の
勝
田
さ
ん
が
松
山

の
出
身
で
あ
る
事
が
分
か
っ
た
。

，）
」
で

吉
澤
校
長
が
松
山
商
業
の
頃
、
以
来
旧
知

の
伸
だ
っ
た
の
か
と
思
っ
た
。

勝
田
氏
の
当
時
の
講
演
題
は

「寒
山

拾
得
」
で
あ
っ
た
。
少
年
時
代
こ
ん
な
講

話
を
聴
く
事
が
出
来
た
の
は
幸
福
で
あ
っ

た
。

●
前
田
　
利
為

公
爵
　
陸
軍
大
将

三
商
も
軍
事
教
練
が
始
ま
り
本
村

千
代
太
少
佐
が
配
属
将
校
と
し
て
赴
任
し

て
来
ら
れ
た
。
こ
の
本
村
さ
ん
の
事
は
大

分
以
前
、
三
商
の
新
聞
に
詳
述
し
た
の
で

読
ん
で
み
て
下
さ
い
。

当
校
に
配
属
さ
れ
た
の
で
、
年

一
回
聯

隊
長
が
教
育
成
果
を
検
査
に
来
る
。
こ
れ

は
査
閲
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
一削
田
大
将
は

当
時
大
佐
で
聯
隊
長
で
あ
ら
れ
た
か
ら

査
閲
官
と
し
て
来
校
さ
れ
た
の
で
あ

っ

た
。
何
し
ろ
加
賀
藩
の
殿
様
で
あ
る
か
ら

大
し
た
格
式
の
方
で
あ
っ
た
。

●

一
龍

齋
貞

山

講
談
界
の
大
名
人
と
し
て
当
時
超

一

流
の
講
談
師
で
あ
っ
た
。
演
目
は

「亀
甲

縞
」
で
あ
っ
た
。
商
業
人
に
ふ
さ
わ
し
い

演
目
で
あ
っ
た
。
名
調
子
で
あ
っ
た
事
が

印
象
に
残
る
。

●
大
中
　
寅
二

校
歌
作
曲
者

山
田
耕
律
の
弟
子
と
し

て
作
曲
者
の
代
わ
り
に
、
校
歌
を
教
え
に

来
た
の
で
あ
っ
た
。
当
時
は
ま
だ
無
名
の

音
楽
人
で
私
も
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
先

生
が
校
歌
を
教
え
に
来
校
し
た
。
音
楽
好

き
の
私
は
こ
の
名
は
よ
く
覚
え
て
い
た
。

後
年
、
ラ
ジ
オ
で
椰
子
の
実
が
有
名
に
な

つ
た
。
ド
イ
ツ
に
留
学
さ
れ
た
氏
は
、
麻

布
の
霊
南
坂
教
会
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
と
し

て
有
名
で
あ

っ
た
。
子
息
が
大
中
　
恩
、

中
田
　
一二口直
親
子
と
共
に
日
本
人
こ
の
二

組
の
親
子
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
私
は
い
つ
も
音
楽
人
に
云
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

（原
文
の
ま
ま
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。）

最近の私です。今秋、催される

コンサートのために撮った写真です。

八
十
二
歳
に
達
し
、
全
く
自
由
の
身
の

生
活
作
法
は
、
現
代
の
速
い
テ
ン
ポ
の
流

れ
に
反
し
て
、
大
ら
か
に
生
き
た
い
と
お

も
っ
て
い
る
。

真
冬
で
も
素
足
に
下
駄
か
草
履
を
履
い

て
買
物
に
ゆ
き
、
散
歩
を
し
て
い
る
。
深

川
っ
子
の
子
供
の
頃
か
ら
の
習
慣
だ
。
靴

と
違
っ
て
、
左
右
ど
ち
ら
で
も
通
用
す
る
。

融
通
無
凝

（ゆ
Ｒゝ
Ｔ
つ
む
げ
）
だ
。

ま
た
、
つ
と
め
て
和
服
か
浴
衣
を
着
る
。

寛
い
だ
気
分
に
な
れ
る
。

夫
婦
二
人
の
食
生
活
は
和
食
を
主
と
し

て
い
る
。
五
分
掲
米
、
味
噌
汁
、
納
豆
、

豆
腐
、
野
菜
、
魚
。
体
に
適

っ
て
い
る
よ

う
で
、
頗
る
健
康
に
暮
ら
し
て
い
る
。
た

だ
、
芋
焼
酎
を
呑
み
す
ぎ
な
い
よ
う
女
房

が
心
配
し
て
い
る
。

下
手
の
横
好
き
な
が
ら
墨
書
を
好
む
。

年
賀
状
は
宛
名
も
賀
詞
も
毛
筆
で
書

く
。
親
父
が
遺
し
た
端
渓
の
硯
と
栖
の
木

の
硯
箱
。
親
子
二
代
で
七
十
余
年
を
使
い

込
ん
だ
。

テ
リ
ト
リ
ー

（地
域
）
を
定
め
て
道
路

の
清
掃
を
し
て
い
る
。
鉢
巻
を
締
め
て
ヤ

ル
気
を
出
す
。
ホ
ー
ス
で
打
ち
水
す
る
と

清
々
し
い
気
分
に
な
る
。

ド
イ
ツ
の
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
万
年
筆
を
愛

用
し
て
い
る
。

こ
の
重
厚
な
デ
ザ
イ
ン
の
万
年
筆
を
二

十
年
使

っ
て
い
る
が
、
実
に
書
き
易
い
。

専
用
の
イ
ン
ク
ビ
ン
に
ペ
ン
先
を
入
れ
て

後
部
を
回
し
な
が
ら
イ
ン
ク
を
注
入
す
る

手
間
も
宜
し
い
。

手
紙
も
日
記
も
万
年
筆
で
書
く
。

三
十
六
年
前
勤
め
て
い
た
会
社
か
ら
永

年
勤
続
の
記
念
品
と
し
て
ネ
ジ
巻
き
の
腕

時
計
を
頂
戴
し
た
。

二
十
年
経
っ
た
ら
動
か
な
く
な
っ
た
。

捨
て
る
に
忍
び
ず
、
机
の
中
に
仕
舞
っ
て

置
い
た
が
、
最
近
の
ア
ン
チ
ー
ク
ブ
ー
ム

で
、
あ
る
い
は
、
と
今
年
の
一
月
に
銀
座

の
店
に
持
参
し
た
ら
、
見
事
に
活
き
返
ら

し
て
呉
れ
た
。
十
六
年
振
り
に
文
字
盤
に

針
が
廻
り
、
カ
チ
カ
チ
と
音
が
き
こ
え
て

き
た
の
に
は
全
く
感
動
し
た
。

そ
れ
は

一
緒
に
苦
労
し
て
働
い
て
き
た

昔
の
仲
間
と
再
会
し
た
よ
う
な
懐
か
し
さ

で
あ
っ
た
。

（二
月
五
日
　
記
）

1¬ 1¬ 1111
11117=

三商の先生方を描いた漫画です。

古風に生きる

十期 荻 野 文 雄
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一
九
六
四
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
に
男
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
十́
と
し
て
出
場
し
た
。

当
時
の
バ
レ
ー
界
は
、
日
紡
貝
塚
チ
ー
ム
を

主
体
と
し
た
女
子
チ
ー
ム
が
、
東
洋
の
魔
女
と

し
て
喧
伝
さ
れ
、
国
民
的
な
人
気
を
博
し
て
い

た
。そ

ん
な
東
洋
の
魔
女
の
陰
に
か
く
れ
て
、
男

子
バ
レ
ー
は
目
立
た
な
い
存
在
だ

っ
た
が
第
三

位
、
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
銅
メ
ダ
ル
獲
得

ま
で
の
道
の
り
は
、
厳
し
く
筆
舌
に
尽
く
せ
な

い
苦
難
の
連
続
だ
っ
た
。

そ
ん
な
こ
と
は
、
と
も
か
く
と
し
て
私
の
バ

レ
ー
生
活
は
、
高
校
、
大
学

（明
治
大
）
、
実
業

団

（日
本
鋼
管
）、
そ
し
て
監
督
時
代
を
含
め
る

と
二
十

一
年
間
に
な
る
。
そ
の
間
、
大
学
選
手

権
、
全
日
本
選
手
権

（天
皇
杯
）
、
日
本
リ
ー
グ

を
制
覇
す
る
な
ど
幸
運
で
充
実
し
た
も
の
だ

っ

た
。こ

れ
は
、
よ
き
指
導
者
、
優
れ
た
テ
ー
ム
メ

ー
ト
に
巡
り
合
え
た
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
す
る
上
で
、
よ
り
良
い
環
境

作
り
を
し
て
く
れ
た
、
多
く
の
理
解
者
の
お
か

げ
と
心
よ
り
感
謝
し
て
い
る
。

そ
ん
な
バ
レ
ー
生
活
も
始
ま
り
は
高
校
か
ら

で
あ
る
。

昭
和
二
十
五
年
、
三
商
に
入
学
し
、
そ
れ
ま

で
野
球
少
年
だ

っ
た
私
は
、
兄

（十
七
期
）
の

影
響
を
受
け
て
バ
レ
ー
部
に
入
部
し
た
。
パ
ス

一
つ
出
来
な
か
っ
た
私
は
、
バ
レ
ー
部
の
顧
問

だ

っ
た
宇
梶
先
生
を
始
め
、
先
輩
達
に
手
取
り

足
取
り
教
わ
り
な
が
ら
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
取

り
組
ん
だ
。

三
商
バ
レ
ー
部
は
、
戦
前
か
ら
活
動
し
、
戦

後
も
東
京
都
で
は
常
に
優
勝
を
競
う
有
力
な
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
伝
統
校
だ

っ
た
。
そ
れ
だ
け
に

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
情
熱
を
燃
や
す
先
輩
も
多
く
、

よ
く
後
輩
達
の
指
導
に
体
育
館

へ
足
を
運
ん
で

く
れ
た
。

ま
た
バ
レ
ー
界
に
影
響
力
の
あ

っ
た
宇
梶
先

生
の
ご
尽
力
で
、
夏
休
み
に
は
福
島
県
の
紡
績

会
社
に
お
世
話
に
な
り
合
宿
練
習
を
行
う
な
ど
、

当
時
の
高
校
生
と
し
て
は
大
変
恵
ま
れ
た
ク
ラ

ブ
活
動
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
力
を
つ
け
た
我
々

は
、
三
年
生
時
に
な
る
と
、
東
京
都
で
は
無
敗

を
誇
り
、
東
京
都
代
表
と
し
て
、
全
日
本
高
校

選
手
権
大
会

（藤
沢
市
）
、
国
民
体
育
大
会

（山

形
県
）
に
出
場
し
た
。
戦
績
は
準
々
決
勝
で
敗

れ
た
が
、
炎
天
下
で
白
球
を
必
死
に
追
い
か
け

た
、
当
時
の
記
憶
が
懐
か
し
い
。

そ
の
時
、
共
に
汗
し
た
メ
ン
バ
ー
を
記
し
て

前
衛
左
か
ら
、
竹
原
清
介
、
出
町
　
豊
、
早

矢
仕
昌
男
。
中
衛
左
か
ら
、
小
沼

（二
年
生
）、

吉
田
政
雄
、
山
本
利
三
。
後
衛
左
か
ら
、
岡
田

（二
年
生
）、
西
川
　
稔
、
滝
沢

一
男
。
了
不
―

ジ
ャ
ー
　
坪
井

一
郎
。
同
期
生

（二
十
期
）
は

八
人
で
あ
る
。

八
人
は
誰

一
人
落
伍
者
も
な
く
、
三
年
間
絆

を
深
め
た
が
、　
一
昨
年
古
希
を
迎
え
久
し
ぶ
り

に
集
ま
っ
た
。
往
時
を
振
り
返
っ
て
、
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。
み
ん
な
年
相
応
に
身
体
は
少

し
ガ
タ
が
き
て
い
て
も
、
意
気
軒
高
。
当
時
の

面
影
を
残
し
て
い
た
。

ク
ラ
ス
会
、
同
期
会
、
同
窓
会
と
、
様
々
な
単
位
毎
の
会

が
有
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は

一
括
し
て
同
窓
会
と
し
て
書
か

せ
て
も
ら
い
ま
す
。

ガ
キ
大
将
に
人
気
者
、
そ
れ
ぞ
れ
に
輝
か
し
い
時
を
共
有

し
た
友
と
再
会
し
た
い
。
そ
れ
が
同
窓
会
で
す
。

そ
こ
で
同
窓
会
の
準
備
や
演
出
を
こ
こ
で
紹
介
い
た
し
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
も
楽
し
い
同
窓
会
を
開
く
名
幹
事
と
な
れ

ま
す
よ
う
是
非
参
考
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
き
つ
と
量
局
の
思
い
出
と
な
る
で
し
ょ
つヽ
。

人
間
の
集
ま
り
の
中
で
同
窓
会
ほ
ど
臆
面
も
な
く
、
セ
ン

チ
メ
ン
タ
ル
な
集
ま
り
は
な
い
。
青
春
の
ひ
と
と
き
を
同
じ

学
び
や
で
過
ご
し
た
思
い
出
は
宝
石
の
よ
う
で
あ
る
。
　
一
緒

に
机
を
並
べ
て
学
ん
だ
若
き
日
の
友
が
八
方
に
散

っ
て
、

様
々
な
職
業
や
社
会
に
就
き
、
地
位
や
立
場
や
距
離
が
開
い

て
い
る
が
、

同
窓
会
で
は
そ
れ
が
対
等
に
な

っ
て
し
ま
う
。
同
窓
会
に
出

席
し
て
い
る
間
、
み
ん
な
が
原
点
に
も
ど
り
、
自
分
自
身
を

見
つ
め
る
機
会
で
も
あ
り
、
新
た
な

る
出
発
点
を
見
出
す
可
能
性
も
あ
り
、
人
生
の
活
性
化
の
た

め
に
も
大
い
に
同
窓
会
を
開
き
、
参
加
を
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
同
窓
会
基
本
の
声

幹
事
役
を
引
受
け
よ
う
。

《
幹
事
の
心
得
六
ヶ
条
》

一
、
何
で
も
ひ
と
り
で
せ
ず
に
、
仲
間
に
協
力
を
求
め
る
。

二
、
予
算
を
し
っ
か
り
立
て
、
赤
字
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

三
、　
一
人
で
も
多
く
の
参
加
者
を
集
め
る
よ
う
努
力
す
る
。

四
、
ト
ラ
ブ
ル
は
つ
き
物
、
一旨
』ろ
に
余
裕
を
も
つ
。

五
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
充
分
注
意
を
す
る
。

六
、
み
ん
な
の
笑
顔
が
日璽
品
の
報
酬
だ
と
思
う
こ
と
。

同
窓
会
の
幹
事
の
仕
事
を
ひ
と
り
で
こ
な
す
の
は
極
め
て

難
し
い
。

ま
ず
は
、
仲
間
を
集
め
て
計
画
を
考
え
る
。
発
起
人
が
主

幹
事
と
な
り
、　
一
、
二
名
の
副
幹
事
を
決
め
、
代
表
幹
事
の

会
を
作
る
事
か
ら
創
め
る
。
副
幹
事
に
は
気
の
合
う
友
人
を

選
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
情
報
収
集
が
得
意
な
人
や
、

文
書
や
名
簿
の
作
成
に
慣
れ
て
い
る
人
に
加
わ

っ
て
も
ら
う

こ
と
も
考
え
た
い
。
さ
ら
に
代
表
幹
事
の
ほ
か
に
、
各
組
ひ

と
り
づ
つ
幹
事
を
募
り
、
各
組
の
と
り
ま
と
め
を
依
頼
す
る
。

同
じ
学
年
で
も
組
が
違

つヽ
と

一
度
も
話
を
し
た
事
が
な
い
と

で
，

手
が
有
り
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
同
窓
生
を
集
め
る
協

力
者
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。

こ
こ
に
二
〇
〇
人
に
案
内
状
を
出
し
、
約
五
〇
人
が
出
席

想
定
の
同
窓
会
の
開
催
ま
で
の
進
行
表
は
左
の
と
お
り
で
あ

フ一
。

当
日
の
式
の
流
れ

主
幹
事
が
挨
拶
を
し
て
会
が
始
ま
る
。
恩
師
の
挨
拶
に
次

い
で
乾
杯
の
発
士ぺ

そ
の
後
歓
談
が
始
ま
る
。
卒
業
ア
ル
バ

ム
や
当
時
の
写
真

。
文
集

・
校
歌
の
歌
詞
カ
ー
ド
等
を
会
場

に
用
意
す
る
と
、
思
い
出
話
に
花
が
咲
く
で
し
ょ
つヽ
。

次
に
同
窓
会
ア
イ
デ
ア
集

●
会
場
に
つ
い
て

《
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
赤
坂

》

電
話

〇
三

公
吾
≡
一四
）

一
三

一

こ
の
ホ
テ
ル
で
は
、

・

つヽ
た
ご
え
喫
茶
を
再
現
、
ア
コ
ー
デ
イ
オ
ン
や
バ
ン
ド
演
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奏
に
乗

っ
て
青
春
の
歌
の
大
合
唱
が
で
き
る
。
事
前
に
校
歌

の
楽
譜
を
渡
せ
ば
伴
奏
も
可
能
。

。
当
日
の
集
合
写
真
や
案
内
状
の
作
成
も
用
意
で
き
る
。

《
帝
国
ホ
テ
ル
東
京

》

電
話

〇
三

（三
五
三
九
）
八
五
五
五

こ
の
ホ
テ
ル
に
は
、
「同
窓
会
プ
ラ
ン
」
と
い
つヽ
の
が
あ
り
、

相
談
に
乗

っ
て
く
れ
る
。

ホ
テ
ル
は
宴
会
に
精
通
す
る
プ
ロ
が
味
方
と
な

っ
て
く
れ

る
が
、
料
金
が

一
人
九
千
円
～
と
多
少
高
め
な
の
が
難
点
で

あ
る
。
手
軽
に
安
価
と
い
う
場
合
に
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
居

酒
屋
な
ど
の
会
場
も
有
る
。

ま
た
、
屋
形
船
で
の
同
窓
会
は
、
遅
く
来
る
こ
と
も
早
く

帰
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、
幹
事
と
し
て
は
会
の
進
行
が

し
易
い
。

最
後
に
幹
事
の
全
仕
事
を
依
頼
し
て
、
面
倒
を
解
消
し
た

い
と
い
う
方
に
は

「代
行
サ
ー
ビ
ス
で
ら
く
ら
く
同
窓
会
」

と
い
う
の
が
有
り
ま
す
。
名
簿
作
成
か
ら
案
内
状
の
作
成

・

発
送

・
出
席
の
確
認

・
会
場
設
定

。
当
日
の
進
行
ま
で
全
て

お
任
せ
の
同
窓
会
サ
ー
ビ
ス
代
行
会
社
が
有
り
ま
す
。

会
費
の
算
定
と
設
定
の
決
め
方
、
案
内
状
作
成
及
び
出
し

方
、
記
念
品
と
か
ア
ル
バ
ム
作
成
と
か
又
、
同
窓
会
評
判
の

会
場
そ
の
他
た
く
さ
ん
の
情
報
が
有
り
ま
す
が
、
紙
面
の
関

係
上
、
今
回
は
こ
こ
ま
で
と
致
し
ま
す
。

さ
あ
、
こ
れ
で
皆
さ
ん
の
同
窓
会
は
懐
か
し
い
友
が
喜
ぶ

す
ば
ら
し
い
思
い
出
多
き
楽
し
く
て
有
意
義
な
同
窓
会
の
開

催
と
な
る
で
し
ょ
う
。

【転入・採用者等】

転退別 教科等 ■ 1名 転1出 校 備 |1考

転入 副校長 町田  伸 文京 定 昇任

転入 社会 若林 伸治 白鴎 全

新 採 数学 樺澤未紗子 新 採

転入 理科 原田  聡 園芸 全

転入 理科 荒島 裕光 本所 全

転入 実習助手 谷山 早苗 向島商 全

転 入 英語 山下 敏広 砧工 全

転 入 保体 沖野弘尚 水元 全

転 入 保体 山本鐵五郎 第二商 全 再任用

転 入 商 業 菊池 弘明 向島商 全 主幹

転入 保体 大村 達哉 田無工 全

転 入 商 業 柚木 治夫 深川商 定

転 入 商 業 小山 道也 第二商 全

転入 室長 柳下 宏 子 四谷商 企画管理係長

転入 担当係長 齋藤 孝仁 篠崎 担当係長

転入 事務 広瀬 洋子 福祉保健局

転 入 司書 金田 章子 科技高 主任

転 入 技能 関 由美子 青山

【転出・退職者】

課 1程 転退別 教科等 氏 1名 転1出1校 備 考

定時制 転 出 副校長 石坂 敦子 大泉桜 全

全 日制 転出 社会 高橋 五郎 千歳丘 全

全 日制 退職 数学 押切 正徳 勧奨退職

全 日制 転出 理科 赤澤由美子 篠崎 全

全 日制 転出 理科 植松 敏夫 一橋 定

全 日制 退職 実習助手 古川  岡」 退職

全 日制 転 出 英 語 岩倉 光博 大島南。海洋 全

全日制 転 出 保体 國枝 信之 葛西南 全

全日制 退職 保体 山本鐵五郎 定年退職

全 日制 退職 国語 秋元 文江 退職 嘱託

定時制 転出 保体 越智 勝則 浅草 定

定時制 転 出 商業 手島誠一郎 橘 全

転 出 室長 石井 俊夫 白鷺養 室長

転出 担当係長 木村 俊勝 向島商 担当係長

転出 担当係長 高崎 三雄 しいの木養担当係長

退職 司書 江藤のり子 定年退職

退職 技能 渡辺 芳夫 退職 嘱託

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

竹
田

一
郎
先
生

（第
十

一
期
卒

評
議
員
、
元

・
都
立

三
商
社
会
科
教
諭
）

平
成
十
八
年
十
月
八
日

入
院
加
療
中

の
と
こ
ろ
、
心
不
全
に
て
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
享
年
八
十
二
歳
。

Ｔ
一商
在
任
期
】

昭
和
二
十
二
年
九
月
～

同
三
十
九
年
三
月

【歴
任
履
歴
】

昭
和
三
十
九
年
四
月
都
立
小
菫
負
局
校
へ

転
任
、
そ
の
後
、
区
立
中
教
頭
四
校
、
校

長
二
校
を
歴
任
、
昭
和
六
十
年
二
月
、
江

東
区
立
第
三
大
島
中
校
長
を
も
っ
て
退
官

さ
れ
ま
し
た
。

池
田
　
実

氏

（第
二
十
三
期
卒

評
議
員
、
株
式
会

社
Ｒ
・
Ｔ
・
Ｐ

〈広
告
代
理
業
〉
経
営
じ

平
成
十
九
年
五
月
二
十
日
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
七
十
歳
。

【歴
任
履
歴
】
理
事

・
評
議
員
と
し
て

在
任
期
間
三
十
年
超
を
尽
く
さ
れ
、
昨
年

三
月
、
「卒
業
五
十
周
年
記
念
同
期
会
」

を
池
之
端
に
て
開
催
の
原
動
力
と
し
て
活

動
さ
れ
た
矢
先
で
し
た
。
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次
号
の

「
同
窓
会
報
」
（第
四
七
号
）は
、

母
校
創
立
八
十
周
年
を
記
念
し
、
増
頁
の
企

画
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
周
年
行
事
に
因
み
、
「
同
窓
会
名

簿
」
を
そ
の
都
度
発
刊
し
、
広
告
の
募
集
、

掲
載
を
致
し
ま
し
た
が
、
昨
今
で
は
名
簿
制

作
を
見
送
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
名
簿
発
刊
に
替
え
、
左
記

の
要
綱
に
て

「会
報
特
別
号
」
に
広
告
募
集

を
致
し
ま
す
の
で
、
同
窓
会
事
務
局
担
当
者

ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

A 60mm× 95mm 8分の1頁 5,000円

B 120mm× 95mm 4分の 1頁 10,000円

C 120mm× 190mm 2分の 1頁 15,000円

その他 個人名刺広告 60mm× 30mm 3,000円

『両国の駅のおそばの大関庵

味も良|す れば盛りもよいよい』

そば処大  関  庵
19期 大 関  寺

JR両 国 駅 西 ロ

国技館通 り十程   TEL.03-3631-0728

TRADE MARK

二 興 徹 章株入合量
東京都江東区佐賀1～ 7～ 10三興徽章ビル 0135-0031

T  E  L  ft 彦ミ (364 1) 4 4 2 6
ファクシミリ (03)(3641)4414

カ ッ プ 。 ト ロ フ ィ 記 念 品

古田 勝一 (第26期 )、 古田 純代 (旧姓斉藤 。第28期 )

両 国 支 店 。両 L■lシ ョー ル ー ム 0130-0011
東 京 都 墨 田 区 石 原 3-15-4
ダ イ ア パ レ ス 錦 糸 田∫ 第 五 101号

親切に、お客様第一に業務を行います。

『
墓
計
菫浅野 修―

(第21期卒 )

事務所  〒110‐0015 台東区上野1-24-4 丸千第ニビル

電記103‐ 3835‐ 2233 FAX 03… 3832¨ 7175

24時間絶え間なくウォッチしています。

覺 LACOM ADVANCED
SECURITY SYSTEM

〒10510003東京都港区西新橋 1-1-3東 京桜田ビル

アラコム株式会社電話03-3506…5341代表)

来
年
は
創
立
八
十
周
年
の
特
別
号
に
な
り
ま
す
。

大
勢
の
方
の
投
稿
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
懐
か
し
い
思
い
出

話
し
な
ど
、
締
切
日
に
関
係
な
く
、
書
き
上
が
り
ま
し
た
ら
、

ど
ん
ど
ん
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

来
年
こ
そ
は
、
七
月

一
日
に
発
行
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岩
瀬
和
子

次
号
は
、
何
と
か
原
稿
を
早
く
集
め
る
算
段
を
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

改
め
て
読
ん
で
み
る
と
、
な
か
な
か
良
く
で
き
て
い
る
と
お

も
い
ま
す
。
も
う
少
し
頑
張
れ
そ
う
で
す
。

杉
本
光
男

一
年
に

一
回
の
同
窓
会
報
の
発
行
、
全
同
窓
生
が
待
ち
わ
び

る
楽
し
く
て
心
に
残
る
会
報
の
発
行
に
心
を
込
め
て
送
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

一一一震

二

安
倍
総
理
の
支
持
率
ダ
ウ
ン
を
仄
聞
し
つ
つ
、
中
越
沖
地
震

勃
発
と
、
落
ち
着
か
な
い
ま
ま
校
正
作
業
中
。
参
院
選
前
に
は

刷
了
に
し
な
け
れ
ば
と
…
。
何
よ
り
も
ミ
ス
プ
リ
を

一
掃
す
る

こ
と
が
昨
年
来
の
課
題
で
す
。

香

遍

編
集
後
記
は
私
の
苦
手
。
声
の
大
き
さ
に
は
我
な
が
ら
自
信

あ
り
、
日
で
書
い
た
方
が
早
い
の
で
、
原
稿
省
略
し
ま
す
ネ
。

田
端

彰

「八
十
周
年
記
念
特
別
号
」
に
奮
っ
て
寄
稿
を
お

待
ち
し
ま
す
。

次
号

「第
四
十
七
号
同
窓
会
報
」
を
特
別
号
と
し
、
ご
投
稿

を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。
最
寄
の
事
務
局
理
事
ま
で
お
届
け
く

だ
さ
い
。
締
切
り
は
、
平
成
二
十
年
五
月
末
で
す
。


